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史
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【
要
約
日
　
佐
渡
の
相
川
鉱
山
が
近
世
最
大
の
金
銀
鉱
山
で
あ
り
、
ま
た
江
戸
幕
府
特
に
そ
の
成
立
期
に
重
要
な
財
源
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
情
実
や
根
拠
が
実
証
的
に
解
明
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
に
必
ず
し
も
そ
う
で
な
い
。
む
し
ろ
明
治
以
来
、
同
鉱
山
が
真
箇
に
歴

史
的
研
究
の
対
象
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
根
川
鉱
由
自
体
が
三
世
紀
間
に
わ
た
る
彪
大
な
一
斗
の
経
済
体
で
あ
り
、

研
究
の
範
囲
が
幕
府
の
政
治
・
財
政
と
の
関
連
や
佐
渡
～
円
は
も
と
よ
り
諸
藩
領
と
の
諸
関
係
に
及
ぶ
こ
と
に
な
れ
ば
問
題
は
い
よ
い
よ
複
雑
多
岐
の
も

の
と
な
る
。
既
知
の
同
鉱
山
関
係
史
料
は
か
な
り
に
豊
富
で
あ
り
、
し
か
も
な
お
多
く
の
史
料
を
捜
配
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
概

し
て
断
片
的
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
近
世
を
通
じ
全
般
的
な
抱
握
と
比
較
に
基
づ
き
解
釈
批
判
す
る
こ
と
が
、
よ
り
必
要
と
な
り
、
し
か
も
鉱
山
史
に
お

け
る
甚
だ
特
殊
な
知
識
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
が
相
川
鉱
由
の
歴
史
研
究
が
近
づ
き
難
い
も
の
と
さ
れ
た
主
な
理
由
で
も
あ
ろ
う
。
昭
和
三
一
年
刊
の
麓

三
郎
氏
著
『
佐
渡
金
銀
山
史
話
』
は
、
博
く
史
料
を
集
め
て
紹
介
し
、
同
前
由
の
沿
革
を
幽
閉
し
た
解
説
書
と
し
て
画
期
的
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
こ

で
同
書
を
出
発
点
と
し
、
同
鉱
山
の
諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
、
や
が
て
梢
川
鉱
山
の
綜
合
的
研
究
の
一
礎
石
を
造
る
べ
き
段
階
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
自
分
は
さ
し
あ
た
り
、
近
世
初
期
の
問
鉱
由
繁
栄
期
を
中
心
に
、
元
禄
四
年
荻
原
重
秀
の
奉
行
就
任
ま
で
耐
熱
前
期
の
研
究
を
進
め
た
い
。
最
初
に

繁
栄
期
を
表
象
す
る
一
人
の
山
主
と
一
の
鉱
坑
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
右
の
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
よ
う
。
そ
れ
は
三
世
紀
間
を
通
じ
て
佐

渡
の
最
も
著
名
な
山
主
の
家
の
味
方
氏
の
業
祖
で
、
繁
栄
期
の
代
表
的
業
者
で
あ
っ
た
但
馬
守
家
璽
⑳
生
涯
と
、
但
馬
の
手
で
発
展
し
、
相
川
惣
山
の
親

間
八
と
ま
で
称
せ
ら
れ
・
繁
栄
期
に
お
け
る
最
大
の
鉱
抗
で
あ
っ
た
割
間
歩
の
稼
行
と
の
考
究
で
あ
る
。
　
　
　
史
林
　
圏
八
巻
蕊
口
写
　
【
九
六
薫
年
五
月

　　N　W　vW～　　　vuaVtAvノ

鳳
　
味
方
但
馬
と
三
三
歩
以
前
の
鉱
山
稼
行

割
問
歩
と
い
う
の
は
、
佐
渡
金
銀
山
の
主
要
鉱
脈
中
最
大
の
脊
盤

脈
を
そ
の
、
西
端
で
捉
え
た
鉱
坑
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
こ
の
間
歩
に

つ
い
て
は
「
金
銀
山
根
元
の
鋪
所
」
と
も
「
割
澗
歩
一
山
は
諸
出
に

懸
合
親
山
」
と
も
よ
ば
れ
た
。
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味
方
倶
馬
は
佐
渡
金
銀
山
の
初
期
獣
そ
の
繁
栄
時
代
の
肉
主
（
臨

仕
．
由
師
）
の
一
人
で
、
子
孫
は
代
女
俵
渡
の
山
主
と
し
て
明
治
に
及

ん
だ
。
味
方
民
は
佐
渡
に
お
い
て
は
、
最
も
由
緒
あ
る
代
表
的
な
鉱

山
業
者
と
い
う
こ
と
が
繊
来
る
が
、
但
馬
は
そ
の
業
態
で
あ
る
。

　
但
馬
が
山
主
と
し
て
強
力
な
地
位
を
固
め
得
た
の
は
、
元
和
四
年

に
離
間
導
管
行
を
引
請
け
て
こ
れ
に
成
功
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
割
閾
歩
が
妾
賭
繁
栄
期
に
あ
っ
た
佐
渡
金
銀
山
の
多
数
の
間
歩

中
で
、
重
要
な
地
歩
を
占
め
て
き
た
の
は
、
但
馬
の
成
功
よ
り
始
ま

っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
し
て
侃
馬
の
後
も
そ
の
子
孫
は
、

代
々
相
承
け
て
、
ほ
と
ん
ど
断
絶
す
る
こ
と
な
く
割
間
歩
の
経
営
に

従
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
割
編
綴
稼
行
以
前
に
、
但
馬
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
聞
歩

を
手
が
け
て
、
山
主
と
し
て
の
基
礎
を
築
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
『
佐
渡
年
代
記
』
の
慶
長
九
孤
辰
年
の
条
に
、
佐
渡
の
諸
聞

歩
が
い
よ
い
よ
繁
昌
し
た
た
め
、
奉
行
大
久
保
長
安
よ
り
言
上
し
た

た
め
か
、
味
方
僅
馬
・
原
淡
路
・
蔭
山
丹
波
等
の
有
力
な
山
主
が
、

家
康
・
秀
忠
に
御
鼠
見
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
、
味
方
侮
馬
は
生

国
江
州
三
方
郷
よ
り
出
た
と
書
き
添
え
て
い
る
。
但
馬
の
受
領
名
を

得
た
こ
と
は
、
こ
の
御
髪
見
に
関
係
あ
る
こ
と
は
推
量
嵐
来
る
と
し

て
も
幅
そ
れ
が
慶
長
九
年
に
か
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
　
紛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
㊤

て
同
年
に
あ
っ
た
事
実
と
い
う
わ
け
で
な
い
。
そ
の
こ
と
，
は
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

後
に
触
れ
る
と
し
て
、
生
国
江
州
三
方
面
よ
り
嵐
た
と
い
う
記
事
は

多
少
の
修
正
が
要
る
。
偉
馬
の
墓
は
京
都
妙
覚
寺
に
現
存
す
る
が
、

墓
碑
銘
に
は
「
播
磨
属
前
味
方
但
馬
続
落
重
」
と
見
え
る
。
ず
っ
と

後
世
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
味
方
氏
の
『
由
緒
書
』
及
び
『
先

　
　
　
　
　
　
②

馬
櫛
』
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
る
と
但
馬
の
父
の
村
井
善
左
衛
門
は
村

井
長
門
守
貞
勝
の
弟
で
あ
る
と
い
う
。
但
馬
の
本
国
生
国
は
近
江
で
、

元
和
九
年
に
病
死
し
六
一
歳
と
あ
る
か
ら
永
禄
六
年
の
出
生
と
な
る
。

善
左
衛
門
は
池
田
輝
政
に
仕
え
て
老
衰
の
た
め
播
州
三
方
へ
退
隠
し
、

慶
長
八
年
四
月
十
三
日
残
し
た
と
あ
る
。
三
方
は
恐
ら
く
宍
粟
郡
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

方
村
で
あ
ろ
う
。
こ
の
村
に
程
近
い
欝
士
野
に
は
銀
銅
山
が
あ
り
、

さ
ら
に
欝
士
野
選
を
越
え
る
と
明
延
銅
山
が
あ
る
こ
と
を
附
記
す
る

．
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
善
左
衛
門
が
こ
の
地
へ
隠
等

し
た
由
縁
は
、
輝
政
が
関
が
原
の
戦
い
の
功
で
播
磨
一
国
を
与
え
ら

れ
た
の
で
、
彼
は
輝
政
に
従
っ
て
播
磨
へ
移
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
方
に
改
姓
し
た
の
は
、
三
方
村
に
因
ん
だ
も
の
と
い
う
。
但
馬
は

幼
名
は
小
次
郎
と
い
い
、
良
重
を
名
乗
り
、
福
島
正
則
に
仕
え
て
関

が
原
の
戦
い
の
功
で
五
百
石
を
扶
持
さ
れ
た
が
、
故
あ
っ
て
浪
人
と
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な
り
佐
渡
に
渡
り
鉱
山
稼
行
に
入
ウ
た
と
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、

、
但
馬
が
福
島
氏
に
仕
え
た
の
は
、
父
の
三
方
村
退
隠
以
前
の
こ
と
で
、

父
の
死
去
し
た
頃
に
暫
ら
く
三
方
に
止
留
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

村
井
茂
の
本
国
は
近
江
で
早
馬
が
そ
こ
に
生
ま
れ
た
こ
と
は
事
実
で

あ
ろ
う
が
、
父
の
播
州
三
方
に
隠
晒
し
た
頃
に
、
但
馬
も
浪
人
と
な

り
そ
こ
に
寄
留
し
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
墓
碑
銘
に
播
磨
国
と
あ

る
の
は
そ
の
関
係
か
ら
で
あ
る
ま
い
か
。

　
『
由
緒
書
』
に
は
、
但
馬
は
家
康
・
秀
忠
に
御
下
見
し
、
上
意
に

よ
り
味
方
倶
馬
守
を
名
乗
り
蕩
犠
家
の
一
字
を
賜
り
紋
服
そ
の
他

の
品
を
頂
戴
し
た
、
し
か
し
平
時
は
家
の
字
を
使
用
し
な
か
っ
た
が
、

京
都
妙
覚
寺
本
堂
の
棟
札
や
墓
碑
銘
、
佐
渡
根
本
寺
の
鐘
銘
等
、
ま

た
味
方
琉
所
伝
の
古
書
物
に
は
家
重
と
記
し
て
い
る
と
あ
る
。
い
か

に
も
妙
覚
寺
祖
師
堂
駄
櫨
櫨
鍬
獅
灘
遡
撚
獅
注
棟
札
等
に
家
重
と
あ
り
、
ま

た
味
方
氏
所
蔵
の
多
数
の
侃
馬
書
状
に
組
重
の
署
名
が
あ
る
。
但
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

残
し
て
翌
寛
永
元
年
に
菩
提
の
た
め
絹
川
に
建
立
さ
れ
た
瑞
仙
寺
に
、

高
鷲
が
拝
領
し
た
と
伝
え
る
論
評
の
胴
衣
・
葵
紋
染
付
茶
碗
、
金
銀

地
の
扇
子
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
但
馬
が
家
康
等
に
謁
し
受
領
の
名

乗
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
、
後
世
の
山
師
の
境
涯
よ
り
い
え
ば

破
格
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
近
世
初
期
で
は
石
見
銀
山
に

お
け
る
安
原
備
中
雛
の
よ
う
な
類
似
の
例
も
他
に
あ
そ
必
し
も

珍
ら
し
い
事
実
で
は
な
い
。

　
さ
て
但
馬
を
称
し
た
の
は
何
時
か
ら
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
元
和

四
年
彼
の
割
下
歩
稼
行
に
先
だ
つ
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
御

目
見
を
許
さ
れ
た
の
は
鉱
山
稼
行
の
功
績
に
よ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か

ら
、
彼
の
稼
行
の
事
実
を
も
あ
わ
せ
て
考
え
よ
う
。

　
荏
川
文
庫
に
、
味
方
但
馬
に
あ
て
、
ま
た
但
馬
の
手
代
と
思
わ
れ

る
も
の
に
あ
て
た
七
通
の
文
書
が
あ
り
、
慶
長
十
七
・
十
八
・
十
九

　
　
　
　
　
　
⑤

年
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
、
越
後
の
喜
左
衛
門
差
出
し
の
二
通
は

銀
子
借
用
状
で
あ
り
、
残
り
は
但
馬
の
御
手
大
工
等
と
し
て
雇
用
さ

れ
て
受
取
っ
た
蔚
整
髪
の
借
用
状
、
ま
た
前
貸
銀
を
受
取
っ
て
途
中

で
逃
亡
を
謀
り
捕
捉
さ
れ
た
時
の
戦
状
で
狙
る
。
そ
の
最
も
早
い
一

通
を
次
に
掲
げ
る
。

　
戌
ノ
二
刀
一
二
・
一
我
等
但
馬
様
御
手
大
工
二
三
可
申
候
と
申
楽
礁
、
薦

か
け
の
銀
子
拾
匁
請
取
達
て
は
し
り
申
候
を
御
見
つ
け
候
て
、
唯
今
銀
子

取
胃
被
成
候
と
御
壷
候
を
、
御
町
之
与
兵
衛
帯
同
五
郎
右
衛
門
殿
御
佗
言

詮
て
、
来
十
日
ま
て
御
佗
言
取
成
候
、
定
之
通
十
日
二
は
急
度
相
済
可
諸

候
、
若
済
不
精
適
者
何
様
二
も
可
有
御
糺
明
候
、
其
時
ご
薔
之
子
忍
笠
問

診
、
候
配
上
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子
ノ
八
月
廿
四
壁

越
後
ノ
九
右
衛
門
　
花
押

う
け
人
　
喜
右
衛
門
　
印

　
　
　
　
美
馬
様
内

　
　
　
　
半
助
殿
ま
い
る

　
御
手
大
工
と
い
う
の
は
妾
時
の
用
語
で
は
公
費
支
給
の
掘
大
工
の

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
但
馬
所
属
の
掘
大
工
を
意
味
し
て
い
る
。

右
の
文
書
に
よ
る
と
、
掘
大
工
の
雇
用
契
約
の
と
き
前
貸
金
を
与
え

た
が
、
逃
亡
し
て
発
見
さ
れ
、
執
成
す
も
の
が
あ
っ
て
借
銀
を
返
済

す
る
証
文
を
翻
れ
で
一
応
事
は
済
ん
で
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
寅
二
月

四
日
置
の
借
主
新
五
郎
、
前
人
越
後
の
権
兵
衛
の
但
馬
あ
て
の
証
文

も
、
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
も
の
で
、
前
年
五
月
新
五
郎
は
値
馬
所
属
の
大

工
と
な
り
八
月
逃
亡
し
て
見
付
ら
れ
、
二
月
六
三
に
借
銀
合
せ
て
上

銀
四
六
匁
五
分
を
返
済
す
る
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
。
山
主
と
掘
大

工
等
の
雇
用
関
係
に
つ
き
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
興
味
深
い
史
料
で
あ

る
が
、
こ
の
問
題
は
別
の
機
会
に
考
え
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
注

意
さ
れ
る
の
は
戌
即
ち
慶
長
十
六
年
に
は
但
馬
を
称
し
て
い
た
事
実

で
あ
る
。
　
『
味
方
文
書
』
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
味
方
倶
馬
大
工
四
拾
人
欠
落
候
、
在
々
於
何
方
も
無
異
儀
可
椙
渡
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
米
倉
助
右
衛
凹
激
績
）

　
　
　
　
八
R
月
十
↓
ハ
R
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
情
右
　
　
　
即

　
（
河
西
兵
九
郎
）

　
　
河
円
建
　
　
印

　
（
田
辺
十
郎
左
衛
門
家
政
）

　
　
　
田
十
左
　
　
印

　
（
問
宮
新
左
衛
遡
庭
元
）

　
　
問
薪
左
　
　
印

佐
渡
中

　
但
馬
所
属
の
大
工
の
逃
亡
が
あ
り
、
そ
の
引
渡
を
佐
渡
国
中
に
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
慶
長
十
九
年
の
文
書
と
認
め
ら
れ
る
。

　
『
佐
渡
風
土
記
』
・
『
佐
渡
年
代
記
』
に
、
慶
長
九
年
御
直
山
三
六
か

所
を
取
立
て
、
山
主
三
六
人
に
一
人
一
か
所
ず
つ
を
預
け
て
稼
行
さ

　
　
　
　
⑦

せ
た
と
あ
り
、
『
佐
渡
風
土
記
』
に
そ
の
癖
直
山
名
・
柏
森
名
を
記
し
、

同
書
に
ま
た
大
久
保
長
安
の
残
し
た
、
慶
長
十
八
年
に
山
主
三
七
人

に
対
し
、
慶
長
九
年
の
恩
許
に
潅
じ
て
扶
持
米
を
与
え
た
と
あ
り
、

そ
の
山
主
名
を
記
し
て
い
る
。
味
方
竜
馬
の
名
は
、
こ
の
慶
長
十
八

年
の
山
主
名
の
中
に
見
え
る
。
し
か
し
御
塩
山
」
二
六
か
所
取
立
や
山

主
三
六
人
の
扶
持
、
こ
と
に
そ
れ
を
慶
長
九
年
と
す
る
こ
と
な
ど
が

確
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
一
般
に
大
久
保
長
安
時
代
の

か
か
る
諸
記
事
に
つ
い
て
は
検
討
す
べ
き
点
が
多
い
が
、
そ
れ
は
ま

た
別
の
機
会
に
考
え
よ
う
。

　
さ
て
佐
渡
で
は
欄
歩
の
稼
行
形
態
に
御
直
山
・
自
分
山
お
よ
び
詰
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負
出
の
区
泓
が
あ
ウ
た
。
御
直
山
は
公
儀
山
と
も
い
う
。
前
述
の
三

六
か
所
の
御
直
山
取
立
の
三
六
の
数
は
と
も
か
く
、
長
安
時
代
に
多

数
の
御
直
山
取
立
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
御
直
山
一
か
所

を
山
主
一
人
が
預
っ
て
経
営
に
当
り
、
毎
年
該
山
主
は
米
否
難
ず
つ

　
　
　
　
　
　
の
み

を
扶
持
さ
れ
、
鐙
・
炭
・
留
木
・
早
鼓
等
の
資
材
を
給
与
さ
れ
た
。

御
直
山
に
は
そ
れ
ら
の
公
費
が
投
入
さ
れ
た
が
、
ま
た
公
費
に
よ
る

余
力
大
工
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
切
山
門
繊
呼
轍
燗
つ

ま
り
採
鉱
に
至
る
ま
で
の
坑
道
掘
や
水
貫
・
煙
貫
等
の
諸
工
事
に
従

っ
た
。
採
鉱
を
伴
わ
ぬ
工
事
は
す
べ
て
普
請
と
よ
ば
れ
た
が
、
合
力

大
工
は
少
な
く
と
も
初
期
に
は
原
剛
と
し
て
普
請
に
使
用
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
合
力
大
工
を
は
じ
め
と
す
る
公
費
投
入
は
、
鉱
山
の
衰
微

し
た
時
代
に
就
任
し
た
奉
行
荻
原
重
秀
の
積
極
的
な
開
発
政
策
に
よ

っ
て
元
禄
四
年
よ
り
著
し
く
増
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
『
川
上
文
書
』
に
よ
る
と
、
慶
長
十
一
一
十
五
年
頃
に
、
御
直
山

の
山
主
に
、
鍛
冶
炭
・
蠣
燭
・
麺
を
支
給
し
た
渡
帳
が
あ
り
、
ま
た

油
・
金
鎚
・
手
無
⑫
卿
を
牛
皮
等
を
支
給
し
た
記
録
が
あ
る
。
そ
の
頃
、

留
守
居
役
よ
り
長
安
の
家
老
あ
て
に
、
鉱
山
情
況
を
報
告
し
た
書
状

に
は
御
手
大
工
の
普
請
を
語
る
も
の
も
少
く
な
い
。
向
山
の
佐
左
衛

　
　
　
　
　
よ
こ
あ
い

門
間
歩
内
の
横
浜
を
御
手
大
工
で
切
っ
て
い
る
事
実
も
そ
の
一
例
で

あ
る
。
こ
の
御
季
大
工
と
い
う
の
は
、
公
費
に
よ
る
合
力
大
工
と
謙

め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
御
直
山
は
前
述
の
三
六
か

所
以
外
に
も
は
な
は
だ
多
い
。
御
直
山
に
対
し
て
、
山
主
が
自
己
の

経
費
で
稼
行
ず
る
の
が
自
分
山
で
あ
る
。
し
か
し
御
直
山
も
自
分
山

も
荷
分
け
に
よ
る
運
上
公
納
が
行
な
わ
れ
、
国
歩
口
に
番
所
が
設
け

ら
れ
て
採
鉱
石
に
つ
い
て
番
断
役
人
の
厳
重
な
監
査
を
受
け
る
。
請

山
は
山
主
が
一
か
年
の
運
上
額
を
契
約
し
て
、
山
主
が
稼
行
を
す
べ

て
引
請
け
る
の
で
、
佐
渡
で
は
桐
川
本
金
銀
山
で
は
津
山
は
な
く
新

穂
村
銀
山
・
西
三
川
金
山
等
に
そ
の
例
が
あ
っ
た
。
佐
渡
の
御
直
山
は

他
国
で
は
御
手
山
・
御
手
前
山
等
と
よ
ん
だ
藩
営
鉱
山
に
潅
じ
た
も

の
と
い
え
る
が
、
な
お
実
質
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
佐
渡
の
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
ご

山
は
他
国
の
御
忍
出
に
相
当
す
る
。
相
嶺
に
富
良
な
間
歩
は
、
金
子

が
大
工
・
手
子
等
を
従
属
さ
せ
て
、
各
自
の
野
饗
を
山
主
よ
り
下
請

け
し
て
稼
行
ず
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
丁
場
を
相
川
で
は
領

分
、
生
野
で
は
所
と
よ
ん
だ
。
金
子
の
稼
行
の
自
立
性
が
し
だ
い
に

強
く
な
り
、
ま
た
元
禄
以
後
は
御
直
山
に
お
け
る
公
費
の
投
入
が
増

加
し
た
が
、
山
主
の
問
歩
経
営
者
と
し
て
の
責
任
は
依
然
と
し
て
存

し
た
の
で
あ
る
。

　
御
直
山
は
幕
府
側
が
必
ず
し
も
一
方
的
に
設
定
し
た
わ
け
で
な
い
。
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享
保
九
年
三
月
の
奉
行
小
浜
久
隆
・
寓
岡
景
顕
の
水
野
老
中
へ
の
回

答
書
に
「
慶
長
よ
り
元
和
中
迄
は
公
儀
山
は
縫
に
て
宿
分
稼
の
寅
在

郷
相
川
と
も
に
数
ケ
所
有
諸
候
書
物
御
座
候
」
と
あ
る
。
御
津
山
の

数
は
甲
山
決
し
て
僅
少
で
あ
っ
た
わ
け
で
な
い
が
、
臼
甲
山
は
む
し

ろ
御
直
山
以
上
に
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
嘉
良
な
闘
歩
に
自
分
山

が
少
な
く
な
か
っ
た
。
資
力
と
実
績
を
持
っ
た
山
主
は
宙
分
幽
稼
行

を
意
図
し
た
で
あ
ろ
う
。
味
方
意
馬
の
稼
蓋
し
た
割
問
歩
も
自
分
山

で
あ
っ
た
。
御
直
山
と
自
分
山
の
差
は
、
ま
ず
荷
分
け
の
歩
合
の
上

に
現
わ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ

る
。
繁
栄
期
を
過
ぎ
る
と
、
自
分
山
の
山
主
が
資
力
が
欠
乏
し
、
普
請
、

と
く
に
疏
水
坑
工
事
等
の
た
め
、
公
費
の
救
援
を
求
め
、
つ
ま
り
御

直
山
と
な
る
こ
と
を
請
願
す
る
ケ
ー
ス
も
増
し
て
き
た
ρ
そ
し
て
や

が
て
御
直
山
が
相
州
の
主
要
坑
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
数
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

極
め
て
限
定
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
味
方
但
馬
が
元
和
四
年
客
間
歩
稼
行
に
入
る
以
前
に
、
稼
配
し
た

華
実
は
ど
う
か
。
　
『
川
上
文
書
』
中
に
『
佐
州
銀
山
諸
腰
直
山
鍛
冶

炭
渡
帳
』
が
あ
り
、
月
ご
と
に
鍛
冶
炭
を
御
難
山
山
主
に
支
給
し
た

明
細
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
慶
長
十
一
年
と
推
測
さ
れ
る

が
、
四
月
の
渡
帳
に
、
七
日
に
鶴
子
の
八
郎
左
衛
門
間
歩
の
五
人
の

山
主
へ
二
五
俵
を
支
給
し
て
い
る
。
五
人
の
山
主
と
は
、
味
方
孫
太

夫
・
関
ヶ
原
重
兵
衛
・
鶴
賀
七
竃
・
若
狭
弥
兵
衛
・
加
賀
藤
左
衛
門

で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
年
と
思
わ
れ
る
が
、
月
は
不
明
、
六
月
に
一

〇
俵
が
鶴
子
の
大
横
相
の
山
主
味
方
孫
太
夫
・
若
狭
弥
丘
湿
雪
・
関
ケ

原
重
兵
衛
に
支
給
さ
れ
て
い
る
。
味
方
孫
太
夫
は
但
馬
の
こ
と
で
あ

る
。
繋
馬
の
家
は
代
々
孫
太
夫
を
称
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
慶
長

十
一
年
頃
、
孫
太
夫
は
鶴
子
に
所
在
す
る
間
歩
や
大
横
相
を
他
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

主
と
協
同
し
て
稼
憎
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
孫
太
夫
の
名

で
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
に
は
ま
だ
但
馬
を
欝
欝
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
慶
長
十
六
年
目
は
倶
馬
を
称
し
た
か
ら
、

但
馬
墨
家
重
の
改
名
は
こ
の
閥
に
あ
る
も
の
と
推
蚤
さ
れ
る
。

二
　
三
間
歩
の
開
坑

　
元
和
四
年
に
味
方
位
馬
が
割
間
歩
を
引
講
け
る
ま
で
は
、
農
部
蔵

入
が
こ
れ
を
稼
溢
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
蔵
人
以
前
に
江
芦
宗
遊

が
稼
射
し
た
事
実
の
あ
る
こ
と
は
後
に
考
証
す
る
。
し
か
し
同
聞
歩

は
何
時
頃
に
開
坑
し
た
か
。

　
正
徳
三
年
三
月
、
味
方
孫
太
夫
等
よ
り
劇
問
歩
内
の
揚
水
の
た
め

樋
の
取
立
て
を
奉
行
所
へ
訴
願
し
た
証
文
に
「
割
闘
歩
之
饒
、
百
十
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年
以
前
、
大
久
保
石
見
様
御
仕
置
之
内
、
拙
者
先
祖
但
馬
能
ク
御
山

二
仕
立
申
、
魑
敷
大
盛
仕
候
而
莫
大
之
御
運
上
銀
鼠
上
申
候
二
付
、
権

現
様
御
代
被
召
出
、
但
馬
被
成
下
、
御
紋
息
合
呉
服
頂
戴
仕
候
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
慶
長
八
年
長
安
の
佐
渡
支
配
が
始
ま
る
と
、
聞
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

く
但
馬
が
割
間
歩
を
稼
行
し
、
成
功
し
た
よ
う
に
申
し
立
て
て
い
る
。

『
佐
渡
風
土
記
』
の
慶
長
八
年
の
条
に
、
大
久
保
長
安
の
佐
渡
支
配

が
始
ま
っ
た
こ
と
を
詑
し
、
　
「
割
間
平
鞘
ル
」
と
あ
る
が
、
お
そ
ら

く
前
掲
の
味
方
幾
の
由
緒
の
類
に
従
っ
た
も
の
か
。
味
方
氏
に
所
伝

し
た
『
割
問
歩
覚
書
』
は
享
保
三
年
頃
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

「
割
間
歩
之
儀
百
十
年
已
前
間
宮
新
左
衛
門
親
御
仕
置
之
時
分
♂

立
始
、
其
以
後
百
年
已
蘭
午
年
構
翫
警
部
蔵
人
持
分
ニ
テ
稼
候
へ
共
水

敷
二
罷
成
大
分
損
領
導
、
稼
申
儀
不
罷
成
、
御
山
差
上
可
申
事
御
公

儀
運
開
御
意
申
旧
風
所
」
但
馬
が
こ
れ
を
引
請
け
た
次
第
を
記
し
て

い
る
。
但
馬
の
割
間
歩
稼
行
ま
で
の
顯
末
の
記
述
は
、
こ
の
方
が
的

確
で
あ
る
が
、
川
砂
歩
立
姶
め
の
百
十
年
已
前
と
は
慶
長
十
三
年
に

当
り
、
間
宮
直
元
の
支
配
は
慶
長
十
八
－
十
九
年
で
あ
っ
て
相
応
し

な
い
。
さ
ら
に
、
ま
た
割
問
歩
は
慶
長
十
六
年
渡
部
弥
次
右
衛
門
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

開
発
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

　
慶
長
年
間
の
謝
澗
歩
稼
行
関
係
の
史
料
と
し
て
、
『
川
上
文
書
』
の

内
、
七
、
一
〇
、
一
一
号
が
あ
る
。
群
賊
歩
は
お
そ
く
も
慶
長
十
工

年
春
に
は
、
か
な
り
そ
の
以
前
よ
り
掘
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
・
こ
の
春
に
は
一
冒
錘
二
手
荷
轟
当
一
碑
響
奮
思

わ
れ
る
が
一
〇
臼
に
千
慮
余
を
出
し
、
平
均
一
荷
に
つ
き
吹
銀
二
〇

翼
廊
あ
っ
た
症
蜀
の
。
さ
ら
に
慶
長
十
四
年
目
推
定
さ
れ
る
が
、
某
月

鉱
況
好
転
し
て
一
番
に
上
鍵
七
、
八
十
荷
ま
た
は
百
荷
を
掘
っ
た
と

い
う
た
三
〇
の
。
以
上
は
割
間
歩
本
鋪
に
お
け
る
事
実
で
あ
る
。
佐
渡
で

は
前
述
し
た
よ
う
に
荷
分
け
公
納
で
あ
る
が
、
荷
分
け
に
先
だ
ち
通

常
は
毎
月
朔
臼
、
十
一
日
、
二
十
一
日
に
荷
作
り
が
行
な
わ
れ
た
の
で
、

一
月
を
初
・
中
・
末
の
一
〇
臼
ず
つ
に
三
分
し
、
一
〇
か
巳
間
の
掘

荷
に
つ
い
て
公
言
分
・
山
主
分
等
を
分
配
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ハ

一
番
と
は
大
工
の
坑
入
り
の
交
替
順
番
を
示
す
の
で
、
一
番
大
工
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

掘
荷
数
を
い
っ
て
い
る
。
本
鋪
内
の
掘
場
と
し
て
、
七
兵
衛
鋪
・
五

丘ハ

q
鋪
・
太
田
一
算
鋪
等
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
本
鋪
内
よ
り
多
数
の
横
梢
織
藩
晃
が
切
ら
れ
た
。
山
田
横
髪
・
新
横

相
・
治
介
横
相
等
は
、
慶
長
十
二
年
以
前
に
す
で
に
切
ら
れ
て
い
た

ら
し
い
。
新
口
と
よ
ば
れ
た
坑
が
あ
り
、
こ
れ
は
本
癖
即
ち
本
閥
歩

に
対
し
、
新
し
く
掘
っ
た
坑
口
ら
し
く
、
こ
れ
も
慶
長
十
二
年
以
前

・
に
工
事
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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味方但馬と割聞歩（小葉田）

元
祖
但
馬
守
家
重
所
有
割
間
歩
坑
内
古
図
味
方
氏
世
蔵
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慶
長
十
二
…
十
四
年
の
こ
と
で
、
そ
の
前
後
は
不
明
で
あ
る
が
、

左
の
通
り
出
荷
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
薪
釜
師
　
八
○
○
　
荷
　
余
　
ゆ
粕
　
一
、
五
〇
〇
i
一
、
六
〇
〇
祷
陣
た
の

山
田
横
相
五
〇
〇
i
三
〇
〇
荷
鮨
、
　
五
〇
〇
一
六
〇
〇
荷
艶
。

　
新
蔵
相
・
山
田
横
前
・
新
口
の
一
二
よ
り
、
一
、
五
〇
〇
荷
余
｝
鵡
の
、

一
一
、
五
〇
〇
撃
茎
ゆ
細
と
も
見
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
慶
長
十
二
年
春
、

慶
長
十
四
年
頃
に
も
横
相
を
諸
方
に
切
ら
せ
て
お
り
、
問
切
め
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
一
尺
の
火
縄
番
を
立
て
た
と
い
う
た
三
〇
の
。
慶
長
十
三
年
二
月
新
霞

岳
を
掘
り
進
め
て
、
七
兵
衛
鋪
の
上
方
一
長
の
ほ
ど
の
と
こ
ろ
へ
抜

き
、
一
番
に
一
四
〇
…
一
五
〇
荷
を
撮
し
た
駝
の
。
　
こ
の
頃
と
思
わ

れ
る
が
、
新
横
構
よ
り
五
日
に
二
六
〇
〇
蒜
を
出
し
、
上
面
二
重
を

間
吹
し
た
と
こ
ろ
吹
銀
七
三
〇
員
あ
り
、
「
未
曾
有
の
こ
と
だ
と
報
告

し
て
い
る
。
靴
の
問
吹
は
常
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
一
荷
即
ち
約
六

貫
臼
の
鉱
石
よ
り
の
患
来
命
を
調
査
す
る
の
で
あ
る
。
本
鋪
よ
り
の

上
鍵
～
二
七
〇
睡
余
ゆ
ン
、
二
〇
〇
目
余
＝
の
と
い
う
よ
う
な
報
告
も

あ
る
。

　
点
間
歩
の
大
水
貫
は
、
慶
長
十
二
年
以
前
に
掘
ら
れ
て
い
た
。
味

方
氏
所
蔵
に
元
祖
但
馬
守
家
重
所
有
と
伝
え
る
『
割
間
歩
坑
内
古
平
』

が
あ
る
。
こ
の
図
は
但
馬
時
代
の
も
の
と
考
え
て
差
支
．
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
若
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
鉱
．
左
図
と
し
て
こ
れ
だ
け
精
細

訟
も
の
は
、
こ
れ
以
前
に
は
見
繊
さ
れ
難
い
。
こ
の
図
に
よ
る
と
、

間
山
御
零
屋
即
ち
千
山
御
番
所
と
左
沢
の
水
流
を
隔
て
て
、
左
沢
の

上
手
即
ち
東
よ
り
割
聞
黒
本
口
・
同
新
口
・
同
下
口
と
あ
り
、
儲
口

屋
対
岸
の
や
や
下
手
に
割
閾
重
大
水
貫
が
開
坑
し
て
い
る
。
慶
長
十

二
年
以
前
す
で
に
掘
ら
れ
た
大
水
貫
は
、
こ
の
大
水
貫
に
当
て
て
よ

い
の
で
あ
る
ま
い
か
。
威
逼
歩
本
職
は
本
間
歩
の
四
つ
留
口
で
あ
り
、

岡
新
口
が
前
述
の
新
口
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
慶
長
十
二
年
に
御
番
屋
（
所
）
の
下
よ
り
の
割
間
歩
或
は
大
横
相
を

切
り
進
め
た
こ
と
が
見
え
る
。
同
年
自
重
に
は
治
助
（
介
）
二
相
の

下
ま
で
切
っ
た
こ
と
、
ま
た
こ
れ
と
前
後
し
て
山
田
横
根
の
下
を
掘

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
山
田
横
相
の
下
で
は
御
手

大
工
即
ち
公
費
支
給
の
大
工
を
使
用
し
た
ら
し
い
。
こ
の
工
事
は
、

岩
盤
が
軟
か
で
、
一
か
月
一
〇
閣
も
進
む
と
も
記
さ
れ
、
明
年
三
月

ま
で
に
大
水
貫
へ
貫
け
る
見
こ
み
、
或
は
御
渡
海
以
前
に
大
水
貫
へ

打
貫
く
こ
と
が
出
来
る
と
も
記
し
て
い
る
幣
銚
訪
必
監
。
四
。
御
渡

海
と
は
、
慶
長
十
三
年
二
月
長
安
が
佐
渡
に
渡
っ
た
事
実
に
当
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
御
番
所
の
下
よ
り
の
割
間
歩
と
は
、
『
坑
内
古
図
』

に
記
す
鰯
立
歩
下
口
に
当
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
慶
長
十
一
年
に
、
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殊方但馬と害唖間歩（ノJx葉田）

間
山
番
屋
下
よ
り
の
割
間
竿
の
山
主
越
前
兵
左
衛
門
・
善
兵
衛
に
鍛

冶
炭
を
支
給
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
か
ら
、
問
年
以
前
に
開
坑
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
慶
長
十
二
年
春
に
、
新
樋
道
を
切
ら
せ
た
こ
と
が
見
え
る
研
旭
。
慶

長
十
三
年
春
の
報
告
の
一
項
と
思
わ
れ
る
も
の
に
「
闇
之
山
わ
り
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
樋
）

歩
新
内
道
去
年
極
月
打
ぬ
き
申
重
て
、
と
い
た
て
申
候
所
二
一
段
と

水
へ
り
気
候
、
は
や
と
い
十
九
丁
た
て
申
候
、
か
や
う
二
御
座
候
ハ

ぐ
近
日
居
敷
へ
水
と
り
つ
け
可
申
と
存
候
」
と
あ
る
騨
鵡
の
。
こ
の
意

味
は
樋
を
立
て
る
た
め
に
樋
道
の
坑
を
掘
っ
て
、
春
よ
り
着
手
し
十

二
月
に
完
成
し
駈
引
に
よ
っ
て
減
水
し
た
、
現
在
一
九
丁
を
立
て
た

が
π
鴎
磁
即
戯
獅
腱
甥
敬
、
近
日
巾
に
本
鋪
廊
下
に
揚
水
し
て
排
水
で
き
よ

う
凱
慢
嚇
騨
に
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
鋪
の
切
羽
に
過
分
の
出
水
が
あ
り
、

こ
の
た
め
大
水
貫
大
棚
の
下
面
上
り
・
山
田
心
慰
・
新
横
相
の
勝

心
は
過
分
に
引
い
た
と
い
う
靴
m
。
こ
れ
は
本
鋪
の
切
羽
が
深
く
切

下
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
涌
上
り
と
は
宗
徳
涌
上
り

間
歩
の
こ
と
で
、
栄
え
た
間
歩
の
一
で
あ
っ
た
跳
吻
。
田
中
宗
徳
の

名
を
負
う
た
間
隔
で
、
そ
の
頃
割
間
歩
内
に
は
含
ま
れ
ぬ
が
、
近
接

し
て
い
た
。

　
以
上
の
通
り
、
割
間
歩
は
、
慶
長
十
二
年
に
は
、
開
坑
後
す
で
に

か
な
り
の
歳
月
を
経
て
い
た
と
推
定
出
来
る
。
慶
長
八
・
九
年
、
或

い
は
同
六
年
の
相
川
開
創
時
代
に
ま
で
湖
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

三
　
味
方
但
馬
と
割
三
三

　
元
和
四
年
閣
三
月
但
馬
は
割
間
歩
を
引
請
け
、
自
分
山
と
し
て
稼

行
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
山
主
豊
部
蔵
人
は
、
は
な
は

だ
し
い
涌
水
の
処
理
に
窮
し
た
の
で
あ
る
が
、
代
わ
っ
た
但
馬
は
字

数
二
六
〇
艘
余
を
立
下
げ
て
深
い
底
部
の
採
鉱
に
成
功
し
た
と
伝
え

る
。
豊
部
玩
の
使
用
し
た
の
は
か
な
桶
で
あ
っ
た
が
、
鼎
坐
は
手
代

の
中
に
工
夫
す
る
も
の
が
あ
っ
て
等
方
樋
高
目
ぼ
を
造
り
水
を
汲
み
上

げ
た
と
い
う
。
か
な
桶
と
は
鉄
輪
を
か
け
た
木
桶
で
あ
ろ
う
し
、
寸

法
樋
は
黍
動
衝
き
樋
で
近
世
の
諸
鉱
山
で
は
広
く
使
用
さ
れ
て
普
通

　
と
い
に
樋
と
よ
ん
で
い
る
。
『
割
問
歩
覚
書
』
な
ど
に
、
こ
の
時
始
め
て
但

馬
の
手
代
が
樋
を
創
始
し
た
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
も
ち

ろ
ん
誤
り
で
あ
る
。
院
内
銀
山
で
も
、
す
で
に
元
和
以
前
に
樋
が
盛

ん
に
使
風
さ
れ
て
お
り
、
佐
渡
の
技
法
が
院
内
に
お
く
れ
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。
す
で
．
に
述
べ
た
よ
う
に
、
慶
長
十
二
年
に
割
重
篤
内

で
は
樋
道
を
掘
り
一
九
本
の
樋
を
立
て
て
揚
水
し
て
い
る
。
ま
た
、
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町
賦
の
弥
次
兵
衛
襲
歩
は
本
鎌
が
久
し
く
水
没
し
て
い
た
の
で
齢
り

新
樋
を
取
付
け
た
こ
と
託
の
、
同
所
の
遊
白
間
歩
も
本
鋪
に
膳
立
て
し

て
採
鉱
増
進
し
た
こ
と
た
研
の
な
ど
が
見
え
る
。
そ
の
年
月
日
は
確
か

で
な
い
が
、
慶
長
十
二
一
十
五
年
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
な
い
。

『
割
間
歩
坑
内
脚
下
』
に
よ
る
と
、
小
風
呂
鋪
で
二
本
立
三
六
艘
、

中
延
で
二
本
立
二
一
艘
を
装
麗
し
、
そ
れ
で
引
揚
げ
た
水
を
三
本
立

九
〇
艘
で
揚
げ
て
疏
水
坑
へ
導
い
て
い
る
。
こ
の
疏
水
坑
の
新
間
西

水
戸
口
は
但
馬
の
時
掘
ら
れ
た
と
考
え
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
大
水
貫

を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
二
本
立
・
三
本
立
は
樋
を
二
本
・
三
本
ず

つ
並
べ
立
て
る
こ
と
で
あ
り
、
艘
は
軽
舟
樋
贋
楚
割
献
鰍
が
を
指
す
の
で

あ
る
。
　
　
　
．
　
　
　
　
　
、

　
『
佐
渡
風
土
記
』
に
、
元
和
六
年
の
在
番
奉
行
竹
村
嘉
穂
よ
り
老

中
へ
あ
て
た
書
状
を
引
い
て
隔
極
月
二
一
〇
日
割
問
歩
よ
り
鍵
一
万

二
Q
O
荷
を
幽
し
吹
立
も
一
段
良
好
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
元
和

七
年
に
江
戸
宗
遊
・
味
方
与
次
右
衛
門
が
御
萢
樹
と
し
て
元
稀
一
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
ぎ
わ

以
来
稼
訂
し
て
い
た
問
山
棚
際
聞
歩
が
、
但
馬
の
稼
所
へ
打
貫
い
た
。

長
安
時
代
の
例
で
は
、
か
か
る
際
は
自
分
山
を
取
上
げ
御
直
山
と
し

た
と
い
う
が
、
鎮
目
惟
明
・
竹
村
憲
政
両
奉
行
よ
り
江
戸
へ
伺
い
を

た
て
、
窃
分
山
を
一
律
に
取
上
ぐ
る
は
葬
分
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
度
は
低
蘇
蜜
所
は
け
だ
え
障
り
の
あ
る
場
所
で
、
こ
の
打
貫
ぽ

煙
貫
の
作
用
を
な
し
、
け
だ
え
の
憂
を
無
く
し
た
か
ら
取
上
ぐ
る
も

苦
し
が
る
ま
じ
き
旨
を
告
げ
た
。
し
か
し
老
中
よ
り
御
直
山
の
稼
所

も
す
べ
て
但
馬
に
与
え
よ
と
指
示
あ
り
、
但
馬
は
元
和
三
年
よ
り
五

か
年
間
御
直
山
と
し
て
投
入
さ
れ
た
公
費
分
を
上
納
し
た
と
い
う
。

　
後
世
に
割
算
歩
の
惣
囲
と
し
て
、
宗
遊
撃
口
よ
り
七
枚
棚
ま
で
と

い
う
表
示
が
あ
．
る
。
宗
遊
の
口
旛
陥
鷲
は
、
江
戸
宗
風
の
切
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
割
間
歩
三
口
の
西
、
左
沢
の
北
に
あ
る
。
『
劉
間
歩
覚

書
』
に
よ
る
と
、
但
馬
の
と
き
回
遊
釜
の
口
、
廊
下
を
銀
三
〇
貫
で

買
求
め
、
以
後
罰
問
歩
領
と
な
っ
た
と
い
う
。
享
和
八
年
、
水
替
経

費
が
莫
大
で
あ
る
た
め
、
但
馬
は
水
貫
閥
切
を
工
事
し
た
。
高
一
丈

五
尺
、
横
一
丈
三
尺
、
長
一
九
〇
間
で
割
一
歩
へ
抜
き
、
膚
費
銀
一
、

一
二
〇
貫
を
投
じ
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
樋
三
六
艘
ト
梱
艘
を
節
減
し

た
と
伝
え
る
。
　
『
坑
内
意
図
』
の
大
水
十
型
よ
り
西
方
の
下
流
に
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

口
し
て
い
る
新
聞
歩
水
戸
口
が
こ
れ
に
当
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。

　
萩
野
文
庫
に
二
月
二
十
八
β
付
在
府
の
奉
行
鎮
矯
氏
よ
り
佐
渡
在

番
の
奉
行
竹
村
残
あ
て
書
状
、
三
月
某
日
付
の
や
は
り
鎮
羅
氏
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

竹
村
面
あ
て
と
推
量
さ
れ
る
書
状
が
あ
る
。
こ
の
両
通
は
と
も
に
元

禰
六
年
と
推
定
さ
れ
る
が
、
割
間
歩
よ
り
極
月
蹴
鞠
末
一
〇
日
に
三
千
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八
齎
荷
が
出
た
報
告
を
受
け
た
こ
と
が
見
え
る
。
さ
ら
に
二
月
の
書

状
に
は
、
京
・
傍
勢
・
三
河
・
遠
江
等
は
去
年
凶
作
の
た
め
米
価
高

く
、
江
葎
で
も
現
在
小
判
一
両
に
離
石
、
悪
米
で
首
石
四
斗
も
し
、

佐
渡
の
み
は
安
く
て
本
年
は
越
後
諸
藩
よ
り
佐
渡
へ
米
を
送
ら
ぬ
で

あ
ろ
う
し
、
越
後
・
庄
内
よ
り
米
買
い
を
計
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
述
べ
て
お
り
、
三
月
の
書
状
に
も
「
越
後
に
て
も
米
高
直
之
蜘
申

候
、
当
年
ハ
諸
国
回
米
高
く
御
座
候
、
上
方
も
大
津
に
て
ハ
銀
壱
匁

二
四
升
一
合
売
候
へ
し
と
存
候
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
月
の

書
状
に
は
味
方
但
馬
が
未
だ
江
戸
に
到
着
せ
ぬ
と
あ
り
、
三
月
の
書

状
に
は
下
着
し
た
と
報
じ
て
い
る
。

　
『
味
方
文
書
』
に
は
一
〇
通
の
但
馬
の
書
状
が
残
っ
て
い
る
。
極

月
十
日
付
の
村
井
宇
右
衛
門
凶
山
田
孫
丘
ハ
衛
あ
て
の
但
馬
の
書
状
は

元
和
五
年
の
も
の
で
、
村
井
・
出
田
は
但
馬
の
手
足
と
も
な
っ
た
手

代
で
あ
る
。
こ
の
書
状
に
「
多
田
銀
山
之
儀
、
勘
定
未
不
忠
済
朝
間
、

年
内
下
不
申
候
、
佐
野
主
馬
殿
愛
元
二
未
滞
留
之
故
、
我
等
も
京
都

二
逗
留
申
候
、
正
月
中
二
江
戸
涯
罷
下
、
多
田
之
儀
勘
定
校
主
、
二

月
ニ
ハ
早
々
罷
下
可
轟
轟
劇
画
心
安
候
亡
し
と
あ
っ
て
、
但
馬
が
摂

津
多
田
銀
山
稼
行
に
関
与
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
「
甚

右
衛
門
二
銀
子
弐
十
貫
ほ
と
持
せ
候
て
越
中
へ
こ
し
米
か
い
こ
ミ
可

申
候
、
二
元
も
米
あ
か
り
再
販
間
、
来
年
ハ
米
た
か
く
な
り
可
申
候

云
々
」
と
越
中
へ
米
買
に
赴
く
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
の
は
、
前
の

鎮
葛
氏
書
状
に
見
え
る
米
価
高
騰
の
事
情
と
相
応
し
て
お
り
、
「
十

月
弥
山
藩
候
而
鍵
大
分
二
出
塁
之
由
」
と
割
襲
歩
の
盛
況
に
満
足
の

意
を
表
し
て
い
る
。
つ
い
で
正
月
五
窺
付
の
宇
右
衛
門
・
孫
兵
衛
あ

て
の
但
馬
書
状
に
「
旧
冬
江
戸
へ
町
彫
度
候
ハ
ん
も
寒
中
養
生
申
観

て
下
露
ハ
ん
と
存
、
未
愛
元
二
逗
留
」
と
あ
り
、
元
和
六
年
京
都
よ

り
発
儒
し
た
書
状
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
ま
た
「
山

之
儀
不
相
替
愈
愈
候
之
由
、
一
段
と
満
足
仕
候
、
そ
れ
二
障
京
蔵
人
、

又
ハ
何
も
望
候
者
有
之
之
由
申
被
越
候
、
何
癖
人
何
角
騒
士
と
も
か

な
い
申
ま
し
く
候
、
今
月
中
二
江
戸
へ
摘
下
、
市
左
衛
門
澱
帥
○
購
二
申

入
候
而
談
．
合
宿
申
候
」
と
あ
り
、
な
お
語
を
続
け
て
竹
村
氏
は
二
月

に
は
江
戸
へ
越
す
は
ず
で
あ
る
か
ら
江
戸
で
談
合
し
、
そ
の
上
に
な

お
強
い
て
申
す
も
の
あ
れ
ば
、
江
戸
町
奉
行
衆
へ
も
告
げ
、
将
軍
に

上
申
す
る
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
割
間
歩
繁
栄
の
た
め
、
他

の
山
主
に
し
て
稼
行
を
希
望
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
佐
渡
よ
り
の

報
告
に
対
し
、
但
馬
は
ど
こ
ま
で
も
同
塵
歩
を
保
持
す
る
決
意
を
述

べ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
た
内
容
を
語
っ
て
い
る
の
が
、
八
月

　
　
　
　
　
　
と
い

二
十
七
日
付
の
樋
次
右
衛
門
あ
て
侭
馬
書
状
で
、
元
和
六
年
の
も
の
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で
江
戸
よ
り
発
信
し
た
も
分
と
思
わ
れ
る
。
年
次
右
謬
説
は
．
宇
右

衛
門
・
孫
兵
衡
に
次
ぐ
手
代
で
あ
る
。
こ
の
書
状
に
は
八
月
初
一
〇

臼
の
患
鍵
七
二
荷
余
と
い
う
報
告
に
対
し
満
足
の
意
を
表
し
、
ま
た

「
然
巻
今
度
蔵
人
・
宗
遊
手
代
の
者
、
承
元
へ
引
越
候
由
、
何
様
之

事
如
来
候
て
も
不
蕾
存
候
間
、
再
訂
御
心
安
証
し
と
あ
る
。
先
き
の

書
状
に
京
蔵
人
、
こ
の
書
状
に
蔵
人
と
あ
る
は
転
部
蔵
人
の
こ
と
で
、

元
和
四
年
閨
三
月
ま
で
割
間
歩
を
手
が
け
て
い
た
山
主
で
あ
る
。
ま

た
宗
遊
は
江
戸
宗
遊
で
、
但
馬
の
と
き
割
間
歩
領
に
編
入
し
た
二
重

間
歩
を
味
方
与
次
右
衛
門
と
と
も
に
掘
っ
て
お
り
、
そ
れ
の
み
で
な

く
蔵
人
の
以
蔚
に
や
は
り
冷
間
歩
を
稼
面
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

彼
等
が
割
閥
歩
の
盛
況
を
見
て
、
但
馬
の
手
か
ら
奪
取
を
計
画
し
た

の
は
、
こ
の
よ
う
な
も
と
の
山
主
と
し
て
の
経
歴
を
持
つ
こ
と
を
一

根
拠
と
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。

　
『
佐
渡
風
土
記
』
の
元
和
六
年
の
条
に
、
四
月
朔
購
付
の
在
府
の

竹
村
氏
よ
り
在
番
の
勲
爵
氏
に
あ
て
た
書
状
を
引
用
し
て
い
る
が
、

・
直
間
歩
の
荷
分
け
に
つ
い
て
の
所
見
を
述
べ
て
い
る
。

　
割
闘
歩
之
義
存
寄
之
通
有
様
ユ
可
申
由
被
仰
越
直
間
、
大
方
公
書
・
一
日

入
墨
、
鞭
何
八
刀
之
俄
我
千
尋
凹
之
内
ハ
四
ケ
一
、
工
i
艶
側
即
し
エ
ハ
聞
一
ケ
｝
被
刀
劉
上
路
賦

闇
開
、
幽
贋
遊
客
天
時
三
ヶ
一
二
御
｛
疋
メ
候
薫
炉
六
溜
出
候
爵
ス
、
四
ヶ
三
被
下

垂
、
呼
時
ハ
多
少
・
　
よ
り
御
差
引
陽
型
候
而
、
弐
千
荷
之
上
二
成
申
候
ハ

．
・
、
又
四
六
二
も
成
可
申
所
、
去
年
八
月
よ
り
大
分
二
禺
申
新
得
共
三
ヶ

二
被
下
記
、
何
悪
道
葎
分
之
義
ハ
御
階
シ
可
被
成
候
、
申
ユ
ハ
不
及
候
得

共
、
樋
之
二
藍
大
工
前
御
勘
定
被
成
、
鍵
分
ヶ
之
儀
被
仰
付
御
尤
二
存
候

　
こ
れ
は
鎮
目
氏
よ
り
割
寸
歩
の
荷
分
け
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た

に
対
し
、
竹
村
疵
が
答
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
佐
渡
の
荷
分
け
を
具

体
的
に
説
明
し
た
史
料
と
し
て
は
現
在
知
ら
れ
る
最
初
の
一
つ
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
書
状
は
宗
、
遊
が
か
つ
て
二
間
歩
を
稼
冠
し
た
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
〉

を
も
示
し
て
い
る
。
霜
月
二
十
八
臼
付
の
樋
治
右
衛
門
あ
て
の
海
鼠

書
状
に
「
然
者
鍵
分
け
前
の
儀
三
ヶ
一
二
被
管
、
分
前
御
直
し
廊
下

　
　
　
　
　
　
　
（
穿
）

文
様
に
と
御
訴
訟
う
右
衛
門
・
孫
兵
籍
申
上
候
ヘ
ハ
、
今
之
祠
ハ
耀

拙付

�
ﾖ
、
乳
璽
而
量
地
分
別
あ
渚
り
れ
可
陥
微
一
丁
由
辛
々
、
畜
甲
左
衛
門
繕
除
此
面

に
被
越
被
成
候
者
、
左
様
之
儀
申
上
、
以
来
ま
て
も
分
前
之
儀
御
定

め
被
下
廊
廟
二
可
申
上
三
衣
、
可
速
球
心
安
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

元
和
六
年
に
江
戸
よ
り
発
信
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
割
間
歩
の

娼
鍵
は
、
そ
の
頃
一
〇
か
爲
に
二
千
荷
を
は
る
か
に
超
過
し
て
い
た
。

干
荷
以
内
は
四
分
の
一
、
千
荷
よ
り
二
千
荷
ま
で
は
三
分
の
一
公
納

が
原
則
的
に
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
二
干
瓢
以
上
に
な
れ
ば
騰

六
の
歩
合
即
ち
四
割
公
爵
を
考
慮
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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味方但馬と割間歩（小葉由）

し
か
し
割
間
歩
で
は
三
分
の
一
公
納
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

宇
右
衛
門
等
よ
り
公
納
歩
合
の
変
更
を
鎮
護
奉
行
あ
て
に
申
出
て
た

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
鎮
臼
氏
は
直
ち
に
こ
れ
を
採
上
げ
ず
更
め
て

考
慮
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
報
告
を
受
け
た
但
馬
は
、

鎮
欝
氏
の
上
府
の
時
に
、
こ
の
件
を
申
入
れ
て
歩
含
の
決
定
を
求
め

よ
う
と
返
答
し
た
の
で
あ
る
。
宇
右
衛
門
等
の
歩
合
変
更
の
申
出
は
、

つ
ま
り
四
六
法
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
腕
佐
渡
風
土
記
』
一
7
5
和
六
年

の
条
に
「
割
愛
歩
味
方
但
馬
自
分
山
口
而
候
時
、
蝕
分
ヶ
之
儀
四
六

二
被
成
下
候
様
手
代
宇
右
衛
門
願
書
有
之
」
と
あ
る
の
は
、
右
の
事

実
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
公
納
歩
合
の
増
加
を
進
ん
で
願
い

出
た
の
は
、
割
間
鴨
が
繁
栄
し
て
も
と
の
稼
行
山
主
の
う
ち
に
そ
の

奪
取
を
熱
心
に
画
策
す
る
も
の
が
あ
っ
た
畜
情
に
も
依
る
で
あ
ろ
う
。

元
和
七
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
八
月
八
β
付
の
宇
右
衛
門
・
孫
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ち
　
や
ま

あ
て
の
但
馬
書
状
に
「
先
度
藤
・
石
衛
門
参
候
て
其
地
山
、
前
か
と
の

こ
と
く
錘
わ
け
被
下
妻
由
一
入
満
足
」
と
あ
っ
て
、
三
分
の
一
公
納

の
線
は
動
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
さ
て
割
間
歩
は
宗
遊
・
蔵
人
さ
ら
に
優
馬
と
自
分
山
と
し
て
稼
行

さ
れ
て
お
り
、
公
選
の
歩
合
は
御
璽
山
と
比
較
し
た
場
合
に
、
妾
然

に
異
っ
た
原
則
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後
に
慮
分
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
の
べ

場
合
に
、
水
替
・
切
延
そ
の
他
の
経
費
の
多
少
に
よ
り
、
ま
た
他
方

に
出
癖
の
情
況
と
併
せ
て
、
公
納
の
免
除
や
極
め
て
低
い
歩
合
と
す

る
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
し
か
も
霞
分
山
の
比
重
は
し
だ

い
に
低
下
し
て
御
直
山
が
佐
渡
の
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
が
、

中
期
以
後
に
は
御
直
山
で
は
四
分
公
納
・
五
分
金
子
・
一
分
山
師
と

い
っ
た
歩
分
が
標
準
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
は
ま
た
別
に
詳
し
く
考
察
し
よ
う
と
思
う
が
、
割
腹
歩
の
荷
分
け

と
対
比
さ
れ
る
初
期
の
御
直
山
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
佐
渡
年
代
記
』
『
佐
渡
風
土
記
』
の
寛
永
二
年
の
条
に
、
在
府
の

竹
村
筑
よ
り
在
番
の
鎮
目
残
へ
あ
て
、
荷
分
け
の
主
法
に
つ
い
て
書

送
っ
た
書
状
の
概
要
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
荷
分
け
の

主
法
は
、
先
年
田
辺
宗
政
縫
撒
附
弘
の
規
定
で
は
、
通
例
は
出
高
の
半

分
山
宅
へ
宛
行
い
、
幽
水
あ
る
間
歩
は
人
夫
の
出
費
が
多
い
か
ら
三

分
の
一
公
納
、
三
分
の
二
を
山
主
へ
与
え
た
、
し
か
し
上
田
久
七
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

歩
・
斎
藤
嘉
左
衛
門
問
歩
な
ど
の
栄
え
た
と
き
、
三
分
の
二
を
予
納

と
し
、
三
分
の
一
を
山
主
の
得
分
と
し
た
例
も
あ
り
、
け
た
へ
の
下

の
庄
右
衛
門
間
歩
は
湛
水
の
処
蹟
が
困
難
な
た
め
、
四
分
の
三
を
山

主
へ
宛
行
っ
た
例
も
あ
っ
て
、
事
態
に
従
っ
て
処
理
す
べ
き
で
あ
り
、

従
来
の
規
定
に
拘
わ
り
公
納
を
多
く
す
れ
ば
経
営
立
ち
い
か
ぬ
場
合
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も
出
来
る
か
ら
臨
機
の
取
計
い
が
よ
い
と
い
う
意
味
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
御
直
山
の
荷
分
に
か
か
わ
る
霊
法
と
推
定
さ
れ
る
が
、
食
間

歩
の
露
分
け
に
比
較
す
る
と
、
良
好
な
間
歩
で
は
半
分
…
王
分
の
二

の
公
平
と
な
っ
て
い
て
、
は
る
か
に
多
い
。

　
前
掲
の
八
月
八
羅
付
の
書
状
に
よ
る
と
離
間
歩
の
清
戸
に
面
白
く

な
い
も
の
が
あ
り
、
但
馬
は
至
急
に
情
況
の
報
告
を
求
め
て
お
り
、

ま
た
「
山
之
儀
ヶ
代
い
鮪
醗
歓
が
酒
繊
の
駿
懸
軍
組
、
う
け
た
ま
り
無
心

元
存
候
」
と
記
し
て
い
る
。
同
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
樋
治
右
衛
門

あ
て
の
八
月
二
十
臼
付
の
但
馬
の
書
状
に
も
、
割
間
歩
の
け
だ
え
の

報
告
を
う
け
心
配
で
あ
る
と
述
べ
、
手
代
等
の
才
覚
で
処
遣
も
出
来

た
で
あ
ろ
う
と
い
い
、
宇
右
衛
門
等
に
鉱
況
を
報
告
す
る
よ
う
伝
え

さ
せ
て
い
る
。
宗
遊
等
の
切
山
隅
旛
が
、
但
馬
の
稼
噺
へ
貫
け
て
、

そ
の
た
め
換
気
坑
の
作
用
を
な
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
年
の
こ
と

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
書
状
に
よ
る
と
、
筆
頭
手
代
の
宇
右
衛
門

が
罹
病
し
た
ら
し
く
「
山
へ
も
無
用
二
候
、
内
二
而
養
生
仕
様
二
可

被
申
候
」
と
い
い
、
代
わ
っ
て
治
右
衛
門
に
山
を
委
か
す
と
書
い
て

　
⑳
い
る
。

　
卯
月
十
九
日
の
治
右
衛
門
あ
て
倶
馬
書
状
に
は
、
宇
右
衛
門
が
愛

元
の
道
三
の
薬
で
恢
復
七
て
、
こ
の
十
七
日
に
湯
治
に
赴
い
た
と
あ

る
。
道
三
は
曲
直
瀬
玄
朔
で
あ
ろ
う
し
、
湯
治
は
羅
馬
も
し
ば
し
ば

浴
し
た
有
馬
へ
赴
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
状
ぽ
、
元
和
八
年
の

も
の
で
京
都
よ
り
発
信
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
侭
馬
は
元
和

七
年
秋
冬
の
頃
江
戸
よ
り
上
洛
し
た
ら
し
い
。
そ
し
て
元
和
九
年
四

月
八
日
質
し
て
、
妙
覚
寺
に
葬
ら
れ
た
。
元
和
後
期
に
は
但
馬
は
健

康
を
害
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
恐
ら
く
佐
渡
の
土
を
再
び
ふ
む
こ

と
な
く
、
京
都
で
生
涯
を
終
え
た
と
思
わ
れ
る
。

四
弓
馬
の
家
族
と
信
仰

偉
馬
の
子
女
は
『
先
祖
書
』
に
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
、

味
方
但
馬
守
家
電
一

…
源
七
郎
　
松
下
空
馬
松
下
常
擾
養
子
万
治
二
、
7
二
五
病
死

－
女
　
下
墨
式
部
法
隈
頼
母
妻

一
女
　
早
世
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

虎
之
助
味
方
驚
家
次
灘
鍬
一
肩
髭
擁
二
五
、

徳
助
味
方
但
馬
家
之
一
一
継
肝
監
病
死
年
常
～
二
、

…
男

一
女
　

毛
利
長
南
三
園
畏
浜
五
術
兵
衛
妻

一
女
　
本
多
中
務
大
輔
臣
松
下
推
庵
妻

操
＋
郎
内
侍
原
＋
空
明
顯
磯
田
鼠
響
嫌
表
口

－
治
助
味
方
孫
太
夫
家
守
麟
倣
難
翻
心
が
鶴
田
筋
概
が
年
会
、
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’味方但馬と警U聞歩（ノ」、葉E珊）

　
松
下
主
馬
（
貞
綱
）
の
家
譜
に
よ
る
と
、
主
馬
は
松
下
常
慶
（
安
網
）

の
養
子
、
実
は
某
氏
の
男
と
あ
り
、
元
和
四
年
一
四
才
で
大
猷
院
殿

に
仕
え
、
の
ち
御
小
姓
組
を
勤
め
、
虞
米
二
百
俵
を
給
さ
れ
、
寛
永

十
年
二
月
二
百
石
を
加
恩
、
常
陸
信
太
．
河
内
二
郡
に
て
五
百
石
を

知
行
、
万
治
二
年
七
月
二
十
五
臼
死
す
と
あ
る
。
味
方
氏
の
『
先
祖

書
』
に
、
源
七
郎
・
主
馬
・
松
下
常
慶
の
養
子
、
御
書
院
番
勤
め
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

五
百
石
を
頂
戴
、
残
年
の
月
日
も
家
譜
と
一
致
す
る
。

　
正
n
月
五
日
翫
獅
壮
年
付
幽
尽
よ
り
｛
予
右
衛
甲
門
・
孫
丘
ハ
衛
へ
あ
て
た
但
馬

書
状
に
、
虎
之
助
よ
り
綾
嶋
の
小
袖
一
つ
、
禽
龍
よ
り
黒
羽
二
重
の

小
袖
一
つ
を
、
歳
暮
に
送
り
禰
け
た
こ
と
を
悦
ぶ
と
記
し
、
霜
月
二

十
八
日
耽
㈱
琳
年
付
の
江
戸
よ
り
樋
次
右
衛
門
へ
あ
て
た
書
状
に
、
虎

之
助
・
徳
介
・
伝
蔵
い
ず
れ
も
無
事
息
災
の
由
満
足
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
極
月
＋
日
量
晦
付
の
京
よ
り
宇
宥
衛
門
等
あ
て
の
書
状

に
「
虎
ノ
助
・
徳
介
け
が
な
と
不
仕
候
様
二
申
付
候
へ
く
候
、
虎
ノ

助
公
儀
無
油
断
さ
せ
可
申
候
事
」
と
あ
り
、
ま
た
「
お
い
ね
・
お
つ

る
二
手
な
ら
い
さ
せ
可
申
候
、
乍
去
む
さ
と
し
た
る
人
ニ
ハ
な
ら
わ

せ
申
ま
し
く
候
事
」
と
あ
る
。
伝
蔵
は
徳
介
の
次
の
弟
に
当
る
の
か

も
知
れ
ぬ
。
お
い
ね
・
お
つ
る
は
二
人
の
娘
で
あ
る
。

　
但
馬
重
重
の
跡
は
虎
之
助
が
継
ぎ
、
虎
之
助
の
跡
は
徳
助
（
介
）

が
継
い
だ
が
、
と
も
に
将
軍
家
に
御
目
見
を
許
さ
れ
、
但
馬
（
守
）
の

受
領
名
を
賜
わ
り
・
紋
服
を
拝
領
し
た
と
い
勧
し
か
し
但
馬
の
受

領
名
は
初
代
鰻
重
の
み
が
用
い
、
二
一
三
代
は
当
時
の
書
状
等
に
も

使
用
し
て
お
ら
ず
、
み
な
孫
太
夫
の
名
を
も
っ
て
し
て
い
る
。
　
『
佐

渡
年
代
記
』
等
に
も
孫
太
夫
の
名
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
味
方
与
次
右
衛
門
は
慶
長
十
二
・
三
年
頃
に
は
下
松
の
大
横
相
を

稼
行
し
て
お
り
、
偉
馬
と
岡
時
代
の
著
名
な
山
主
の
一
人
で
、
そ
の

子
孫
は
代
々
、
次
郎
四
郎
・
与
次
右
衛
門
を
名
乗
り
、
佐
渡
で
も
有

数
の
由
緒
あ
る
業
者
で
あ
っ
た
。
『
佐
渡
年
代
記
』
に
は
、
初
代
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

次
右
衛
門
は
但
馬
の
弟
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
但
馬
の
近
親
者
と

思
わ
れ
る
も
の
に
、
味
方
治
右
衛
門
が
あ
る
。
治
右
衛
門
は
自
ら
鉱

山
を
稼
長
し
た
事
実
は
見
出
さ
れ
ぬ
が
、
但
馬
の
死
後
は
年
少
の
虎

之
助
・
徳
助
の
後
見
老
の
地
位
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
但
馬
の
兄
弟
か

と
も
推
量
さ
れ
る
。

　
但
馬
は
生
前
に
妙
覚
寺
の
日
奥
に
帰
依
し
て
お
り
、
元
和
五
年
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

月
に
は
日
奥
の
書
い
た
本
尊
を
受
申
し
て
い
る
。
　
『
北
龍
華
由
来
及

沿
革
』
に
、
こ
の
書
の
編
者
が
祖
師
堂
の
建
立
の
条
に
、
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
㊧

に
註
記
し
て
い
る
。

　
　
楓
云
、
味
方
但
馬
守
願
主
也
、
垂
木
鼻
二
冬
三
ッ
田
紋
有
是
、
興
味
方
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倶
馬
立
定
紋
也
、
｛
建
立
之
望
轟
候
所
、
功
徳
ウ
ス
シ
ト
テ
奥
師
郷
同
心

無
之
、
七
日
置
間
、
説
法
ナ
サ
レ
奉
撫
育
被
出
営
由
、
右
之
臨
監
書
大
意
、

一
力
昌
テ
建
立
セ
ン
ト
ホ
ッ
ス
、
然
時
ハ
衆
人
ノ
功
徳
ヲ
奪
二
似
タ
リ
、

依
テ
諸
檀
那
令
勤
化
、
同
志
之
仁
一
一
需
半
銭
幅
寄
キ
ラ
ス
持
参
可
罰
致

ト
云
々
、
此
帳
近
写
去
方
ニ
テ
致
一
見
候

　
日
奥
の
思
慮
に
よ
っ
て
祖
師
堂
建
立
は
多
人
数
よ
り
の
募
財
に
よ

り
行
な
わ
れ
た
と
し
て
も
、
但
馬
が
願
主
で
あ
り
建
立
の
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
建
立
は
、
但
馬
の
在
世
中
、
恐
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
元
和
五
・
六
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
ま
い
か
。

　
妙
覚
寺
窺
奥
側
の
記
録
で
は
、
日
奥
の
師
慶
典
が
塚
原
に
一
寺
を

建
立
し
正
教
寿
と
名
付
け
、
弟
子
忌
事
を
住
持
と
定
め
、
そ
の
後
厩

賢
・
日
輪
・
日
是
・
日
衛
と
相
続
し
た
、
　
日
吉
の
と
き
本
寺
（
妙
覚

寺
）
の
血
脈
を
改
め
寺
号
も
根
本
寺
と
名
乗
り
勤
行
等
も
規
矩
に
背

い
た
、
佐
渡
銀
山
繁
昌
し
味
方
但
馬
が
檀
那
と
な
り
伽
藍
を
結
構
に

営
ん
で
驕
恣
の
心
を
起
し
、
そ
の
後
佐
渡
の
心
懸
寺
等
の
扱
い
で
日

術
は
本
寺
妙
覚
寺
へ
随
嬉
し
て
誓
文
一
札
を
捧
げ
た
が
、
ほ
ど
な
く

ま
た
離
反
の
趣
も
出
来
し
た
と
あ
る
。
日
典
の
正
教
寺
建
立
は
天
正

　
　
　
　
　
⑳

十
八
年
と
す
る
。
佐
渡
の
寺
社
帳
の
伝
え
る
と
こ
ろ
は
、
天
正
十
五

年
妙
覚
寺
日
典
佐
渡
に
渡
っ
て
塚
原
に
根
本
寺
を
開
基
し
た
、
し
か

し
こ
の
地
に
は
古
く
よ
り
正
教
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
。
根
本
寺
祖
師

堂
は
慶
長
十
二
年
九
月
に
有
力
な
山
主
の
一
人
の
備
前
夕
白
の
建
立
、

ま
た
、
釣
鐘
は
元
和
七
年
八
月
味
方
但
馬
・
村
井
宇
右
衛
門
・
山
田

　
　
　
　
　
　
　
（
右
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

孫
兵
衛
・
下
野
藤
左
衛
門
の
名
で
寄
進
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
三
月
二
十
一
臼
付
の
臼
領
あ
て
の
日
記
の
書
状
に
、
佐
州
塚
原
に

お
い
て
は
邪
義
の
止
ま
ぬ
こ
と
を
沓
め
て
鎮
目
市
左
衛
門
・
味
方
治

右
衛
…
門
中
が
種
々
意
見
を
加
え
る
も
随
わ
ぬ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
書
状
は
お
そ
ら
く
倶
馬
の
死
後
の
寛
永
元
年
頃
の
も
の
で
あ
ろ

⑳う
。
　
『
味
方
文
書
』
に
、
二
月
十
六
臼
付
の
村
井
宇
右
衛
門
・
山
田

重
兵
衛
に
あ
て
た
在
府
の
味
方
治
右
衛
門
の
書
状
が
あ
り
、
こ
れ
も

寛
永
元
年
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
　
「
尚
以
妙
覚
寺
御
上
人
様
当

年
ハ
御
下
な
く
候
よ
し
得
其
意
申
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
妙
覚
寺
御

上
人
は
臼
奥
の
こ
と
で
あ
り
、
当
年
は
佐
渡
下
国
せ
ず
と
い
う
報
告

を
う
け
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
日
限
は
こ
の

近
年
に
も
佐
渡
へ
渡
っ
た
こ
と
も
あ
る
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

　
但
馬
や
治
右
衛
門
が
憂
事
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

が
、
根
本
寺
が
妙
覚
寺
よ
り
離
れ
て
い
く
傾
向
に
と
も
な
っ
て
、
二

代
家
次
以
後
は
ま
た
妙
覚
寺
と
の
関
係
が
疎
隔
し
た
ら
し
い
。
家
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

以
後
の
墓
碑
は
根
本
寺
に
現
存
し
て
い
る
。
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味方嚢三馬と害lj開歩（づx葉／’狂a）

五
　
但
馬
の
跡
職
相
続
の
経
維

　
元
和
九
年
四
月
但
馬
が
殻
す
る
と
、
家
督
は
虎
之
助
が
嗣
い
だ
。

r
寛
永
元
年
五
月
十
六
日
付
の
在
番
鎮
目
民
よ
り
在
府
の
竹
村
氏
へ
あ

て
た
書
状
に
は
、
味
方
但
馬
の
子
虎
之
助
稼
行
の
下
問
歩
は
し
だ
い

に
深
く
な
り
旧
冬
よ
り
鍾
の
銀
目
も
不
足
で
あ
る
が
、
由
主
も
出
情

普
請
に
努
め
て
い
る
か
ら
、
や
が
て
良
品
に
逢
う
で
あ
ろ
う
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
同
書
状
に
よ
る
と
、
竹
村
氏
よ
り
但
馬
の
書
遣
い
た

内
容
を
、
手
代
に
尋
ね
て
江
戸
へ
報
告
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
ら

し
く
、
鎮
鼠
氏
よ
り
宇
右
衛
門
・
孫
主
日
衛
に
対
し
、
治
右
衛
門
の
裏

判
あ
り
糊
づ
け
に
封
印
し
た
但
馬
の
書
き
も
の
を
そ
の
ま
ま
江
戸
へ

送
る
こ
と
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、
宇
右
衛
門
等
は
「
虎
之
助
為
に
ハ
大

事
の
書
物
二
候
間
、
海
上
を
越
気
候
如
何
之
由
」
申
し
た
の
で
、
鎮

目
氏
封
を
切
り
文
書
を
写
取
り
、
包
紙
を
添
え
て
江
戸
へ
進
め
る
こ

と
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
竹
村
氏
に
対
し
治
右
衛
門
に
そ
の
印
判
に

相
違
な
い
か
を
確
め
る
よ
う
書
添
え
て
い
る
。
こ
の
但
馬
の
書
置
い

た
も
の
は
「
金
銀
山
辺
栄
の
主
法
」
、
つ
ま
り
割
間
歩
な
ど
の
発
展
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

方
策
を
述
べ
た
も
の
と
伝
え
る
。
前
掲
の
妙
覚
寺
上
人
の
消
息
に
触

れ
て
い
る
味
方
治
右
衛
門
の
書
状
に
「
割
間
輸
銀
涌
す
く
な
く
候
之

曲
も
く
ろ
く
の
ぼ
り
て
見
及
候
」
と
あ
り
、
そ
の
縁
録
を
鎮
欝
氏
に

も
お
霞
に
か
け
る
と
い
い
、
鎮
欝
氏
は
三
月
十
臼
頃
佐
渡
へ
渡
海
す

る
予
定
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
書
状
は
前
に
推
測
し
た
よ
う

に
寛
永
元
年
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
治
右
衛
門
が
但
馬
破
後
に

味
方
の
家
に
対
し
て
重
要
な
地
位
に
あ
．
つ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
『
味
方
文
書
』
に
、
六
月
十
八
日
付
の
味
方
孫
太
夫
あ
て
の
鎮
穏

氏
の
書
状
が
あ
り
、
そ
の
中
に
先
月
二
十
八
臼
秀
忠
が
江
戸
を
出
発

し
上
洛
の
途
に
つ
い
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
か
ら
、
寛
永
三
年
の
も

の
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
宛
名
の
孫
太
夫
は

三
代
の
徳
助
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
徳
助
は
寛
永
十
九
年
四
月
十
七

日
三
十
二
歳
で
死
、
虎
之
助
は
寛
永
二
年
八
月
二
十
二
日
十
五
歳
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

死
と
い
う
か
ら
、
同
年
の
出
生
と
な
る
。

　
虎
之
助
と
徳
助
は
異
腹
の
兄
弟
ら
し
い
こ
と
は
後
に
も
述
べ
る
が
、

若
い
徳
助
と
譜
代
の
宇
右
衛
門
∵
孫
兵
衛
と
の
間
に
対
立
が
あ
り
、

そ
れ
は
徳
助
の
家
業
栢
続
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
ら
し
い
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
に
関
連
あ
る
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
節
も
あ
る
。

　
鎮
璃
氏
の
書
状
は
、
こ
の
よ
う
な
機
微
に
も
ふ
れ
て
、
若
い
孫
太

夫
に
対
し
て
懇
情
を
傾
け
て
訓
諭
し
て
お
り
、
手
樽
氏
の
資
性
の
一

端
が
流
露
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
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西
山
丹
波
殿
聖
地
に
御
越
歯
間
、
一
霧
令
啓
候
、
、
○
中
略
貴
殿
御
息
災

・　

ﾄ
御
座
候
由
琢
重
用
候
、
然
考
わ
り
士
民
普
請
宇
右
衛
門
・
孫
兵
衛
精

入
江
故
、
大
水
貫
漸
近
寄
候
よ
し
大
慶
二
候
写
不
及
申
二
候
へ
共
、
由
へ

節
≧
御
馬
廻
候
而
万
事
之
様
子
、
宇
右
記
談
合
被
成
、
そ
れ
く
ユ
下
知

専
一
二
候
、
は
や
は
や
貴
殿
も
成
入
之
儀
二
候
間
、
二
歩
な
と
の
事
も
能

く
御
存
知
候
て
可
然
候
、
将
又
此
度
者
折
々
御
言
候
つ
る
か
、
薮
夏
ハ
い

か
と
や
無
御
心
元
候
、
三
々
酒
ヲ
御
過
し
候
ハ
て
可
然
候

　
さ
ら
に
語
を
続
け
て
、
脇
よ
り
養
生
の
こ
と
を
申
す
に
し
て
も
、

自
分
の
分
別
こ
そ
第
一
で
、
そ
れ
が
な
く
ば
骨
な
し
と
し
、
「
是
非
共

一
曲
為
二
て
わ
り
問
歩
ヲ
仕
と
げ
御
奉
公
」
の
心
が
け
肝
要
と
述

べ
、
「
何
か
と
わ
き
に
て
申
候
共
、
一
意
宇
右
、
孫
兵
ハ
ふ
さ
た
有
間

敷
扁
、
こ
の
譜
代
の
手
代
に
隔
意
な
く
間
歩
経
営
を
信
任
す
べ
き
こ

と
を
繰
返
し
て
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
書
状
に
よ
り
味
方
治
右

衛
門
が
六
月
に
江
戸
よ
り
上
洛
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
治
右
衛

門
は
六
月
二
十
八
日
付
で
京
都
よ
り
行
員
琉
へ
書
状
を
寄
せ
て
、
孫

太
夫
若
き
も
の
に
て
、
　
「
且
那
様
な
ら
て
ハ
左
様
之
認
可
頼
奉
方
御

座
な
く
候
」
と
て
訓
戒
を
与
え
ら
れ
ん
こ
と
を
梱
白
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
、
ま
た
佐
渡
よ
り
の
最
近
の
便
に
て
、
大
切
山
も
近
日
抜

酵
る
は
ず
で
来
月
中
に
は
成
就
し
よ
う
と
い
う
消
息
を
伝
え
て
い
る
。

大
切
山
は
、
鎮
臼
残
の
書
状
の
大
水
貫
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
八
月

工
十
七
日
、
恐
ら
く
、
鎮
同
氏
が
か
つ
て
元
和
三
年
と
も
に
金
銀
山

仕
置
の
た
め
佐
渡
に
渡
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
当
時
上
洛
中
の
井
上
新

左
衛
門
あ
て
に
佐
渡
よ
り
送
っ
た
書
状
が
あ
り
、
　
「
味
方
孫
太
夫
割

問
歩
も
古
山
に
て
敷
深
田
成
、
鍵
一
十
日
二
漸
弐
干
書
幅
内
一
当
、

入
用
に
も
不
足
二
御
座
候
へ
共
、
孫
太
夫
・
宇
右
衛
門
．
孫
兵
へ
間

歩
二
然
と
相
詰
か
せ
き
申
候
ゆ
へ
、
水
抜
近
日
貫
逢
隈
葦
囲
、
左
様

　
　
　
　
　
　
（
長
）

成
候
者
樋
五
十
た
げ
之
か
は
ひ
二
罷
成
、
手
廻
し
能
可
有
御
座
候
間
、

次
第
二
斗
出
増
可
申
と
存
申
候
」
と
あ
る
。
鎮
目
惟
明
は
寛
永
四
年

七
月
十
四
臼
任
地
佐
渡
で
卒
し
た
が
、
彼
の
在
任
一
〇
か
年
は
佐
渡

金
銀
山
の
最
盛
期
と
い
わ
れ
る
。
　
『
佐
渡
年
代
記
』
に
は
「
此
人
剛

直
に
し
て
然
も
慈
愛
深
く
州
民
今
に
勝
て
其
徳
を
慕
う
」
と
評
し
て

い
る
。
．
鎮
属
氏
の
残
雪
、
村
井
宇
右
衛
門
・
山
田
孫
兵
徳
は
孫
太
夫
を
紺

手
に
江
戸
へ
出
て
訴
訟
を
起
し
た
ら
し
く
、
そ
の
内
容
は
但
馬
の
家

産
を
め
ぐ
る
遺
族
内
の
争
い
、
孫
太
夫
の
家
業
相
続
の
問
題
、
そ
れ

に
か
ら
ん
で
宇
右
衛
門
等
と
の
不
和
な
ど
を
含
む
も
の
ら
し
い
。
寛

永
九
年
八
月
に
幕
府
評
定
所
の
裁
決
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
次
の
通

　
　
　
⑭

り
で
あ
る
。
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覚

　
一
、
味
方
孫
太
夫
事
、
三
鷹
馬
跡
職
鴬
遷
付
候
、
宇
右
衛
門
・
助
兵
衛
を

　
　
お
と
な
に
仕
、
但
馬
碍
の
こ
と
く
御
山
可
申
付
事

　
一
、
宇
右
衛
門
・
孫
兵
衛
義
、
但
馬
代
之
こ
と
く
二
御
山
申
付
、
孫
太
夫

　
　
を
但
馬
こ
と
く
に
主
刑
仕
可
致
仕
澱
事
、
但
今
度
之
公
泰
之
義
不
二
二

　
　
被
思
召
候
へ
共
、
跡
≧
御
山
精
二
入
御
奉
公
仕
候
間
、
被
成
御
赦
免
、

　
　
如
前
々
被
仰
付
候
、
存
其
旨
弥
御
山
精
二
入
可
申
付
旧
事

　
　
　
　
　
　
（
十
二
ヵ
）

　
一
、
但
馬
後
家
三
三
に
成
三
三
之
儀
、
内
≧
に
て
三
宮
三
図
を
以
無
沙
汰

　
　
三
間
敷
事

　
一
、
後
家
只
今
罷
有
象
屋
敷
孫
太
夫
へ
三
州
、
孫
太
夫
今
迄
有
之
屋
敷
を

　
　
後
家
井
弟
に
可
遣
蓼

　
一
、
偲
馬
井
虎
之
助
跡
家
財
事
、
万
事
孫
太
夫
と
虎
之
助
舞
と
半
分
宛
わ

　
　
け
可
申
候
事

　
　
　
・
寛
永
九
年
申
八
月
廿
五
日

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
孫
太
夫
野
面
を
も
っ
て
侃
馬
の
跡
職
を
相
続
さ

せ
る
こ
と
、
宇
右
衛
門
・
仁
兵
衛
を
支
配
人
と
し
て
偉
馬
在
世
時
の

通
り
、
問
蜜
柑
行
ず
る
こ
と
、
宇
右
衛
門
等
は
孫
太
夫
を
但
馬
同
様

に
主
と
し
て
仕
え
、
山
仕
置
を
す
る
こ
と
、
但
馬
後
家
及
び
十
二
歳

の
弟
は
代
官
嘘
二
二
行
指
図
通
り
に
孫
太
夫
よ
り
扶
持
し
、
後
家
の
現

在
住
む
家
屋
敷
と
孫
太
夫
の
量
敷
と
を
交
換
さ
せ
る
こ
と
、
但
馬
及

び
虎
之
助
跡
家
財
は
孫
太
夫
と
虎
之
助
母
と
が
半
分
ず
つ
分
け
根
続

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
十
二
歳
の
弟
と
は
、
治
助
を
指
す
と
思
わ

れ
る
が
、
彼
は
元
和
七
年
生
れ
で
、
徳
助
残
後
に
家
督
を
つ
い
で
四

代
と
な
っ
た
。
但
馬
後
家
は
治
助
の
生
母
で
あ
ろ
う
が
、
徳
助
の
生

母
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
き
ら
に
虎
之
助
母
は
ま
た
徳
助
・
治
助

の
母
と
も
別
人
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
虎
之
助
は
但
馬
の
跡
職
を
嗣

い
だ
が
、
二
年
余
十
五
歳
で
早
世
し
た
。
徳
助
は
虎
之
助
の
跡
を
嗣

い
だ
が
、
但
馬
及
び
虎
之
助
の
跡
家
財
の
栢
続
分
配
に
つ
い
て
虎
之

助
母
、
治
助
と
そ
の
生
母
の
但
馬
後
家
と
の
間
に
紛
争
が
あ
り
、
さ

ら
に
山
稼
行
の
柱
石
の
地
位
に
あ
る
譜
代
の
宇
右
衛
門
・
孫
丘
ハ
衛
は

徳
助
と
融
和
せ
ず
、
そ
れ
ら
に
か
ら
ん
で
家
業
相
続
の
問
題
に
ま
で

及
ん
で
公
事
に
至
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
裁
定
に
対
し
、
孫
太
夫
と
宇
右
衛
門
・
孫
丘
ハ

衛
獣
糠
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
佐
渡
代
官
あ
て
に
起
請
文
を
擾
出
し
た
。

孫
太
夫
は
法
華
信
者
ら
し
く
曼
陀
羅
の
裏
に
血
判
し
て
い
る
。
起
請

文
の
前
書
は
、
孫
太
夫
の
方
は
、
宇
右
衛
門
∵
孫
兵
衛
に
対
し
遺
恨

を
持
た
ず
、
親
但
馬
の
時
の
通
り
万
事
両
人
と
相
談
し
て
山
の
差
引

き
を
な
し
、
両
人
が
も
し
孫
太
夫
に
対
し
て
不
届
の
こ
と
あ
る
と
も
、

心
底
残
ら
ず
存
寄
り
の
ま
ま
両
人
に
語
り
、
並
立
別
心
を
存
し
な
い
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と
あ
り
、
ま
た
宇
右
衛
門
等
の
方
は
、
但
馬
の
隣
の
通
り
孫
太
夫
を

主
人
と
し
て
談
合
し
表
裏
翔
心
を
い
さ
さ
か
も
抱
か
ず
、
孫
太
夫
に

不
上
食
の
こ
と
あ
る
も
意
見
を
加
え
て
孫
太
夫
の
た
め
よ
き
よ
う
に

計
り
、
山
の
聖
誕
も
万
事
心
底
残
ら
ず
孫
太
夫
に
申
聞
か
せ
て
相
談

す
る
と
あ
る
。
そ
し
て
、
と
も
に
山
稼
行
に
精
を
入
れ
て
公
儀
の
た

め
努
力
す
る
こ
と
を
付
言
し
て
い
る
。

六
　
三
間
歩
の
盛
衰
と
味
方
氏

　
割
間
葉
は
深
く
掘
下
り
出
水
多
く
な
っ
て
排
水
の
失
費
が
か
さ
む

の
で
、
幕
府
で
は
公
費
を
も
っ
て
水
金
沢
よ
り
割
間
歩
ま
で
四
八
○

問
の
疏
水
坑
工
事
を
企
て
、
寛
永
三
年
に
着
工
し
た
と
い
う
。
こ
の

工
蜘
は
一
三
か
年
を
要
し
て
、
寛
永
十
五
年
に
貫
通
し
、
湛
水
流
撮

ル
て
樋
三
六
艘
が
不
要
と
な
り
、
尊
き
に
但
馬
が
自
力
で
開
繋
し
た

北
沢
疏
水
坑
に
よ
る
樋
一
四
艘
の
節
減
と
含
せ
て
五
〇
艘
を
省
略
で

き
た
と
い
う
。
寛
文
四
年
に
山
主
共
よ
り
書
撮
し
た
『
竹
村
九
郎
右

衛
門
二
塁
仕
鷹
五
年
之
内
御
薩
山
の
覚
』
に
よ
る
と
、
水
金
御
薩
山
、

山
主
、
中
西
庄
兵
衛
・
下
田
清
左
衛
門
と
あ
り
「
是
は
割
間
歩
水
貫

に
罷
成
、
只
今
御
用
に
立
申
候
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
水
金
閲
歩
の
御
盗
山
取
立
は
，
竹
村
氏
仕
澱
の
時
代
（
寛
永
四

一
八
年
）
の
こ
と
で
、
こ
の
閾
歩
は
も
と
閲
歩
と
し
て
切
ら
れ
た
も

の
で
、
割
間
歩
の
水
貫
と
し
て
普
譜
し
た
わ
け
で
な
い
。
し
か
し
や

が
て
割
去
歩
と
貫
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
貫
の
作
用
を
持
つ
こ
と

に
な
り
、
水
金
沢
の
低
部
へ
開
口
し
て
陰
間
歩
の
湛
水
を
落
す
よ
う

」
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
水
金
御
直
山
は
も
と
よ
り
公
費
が
投
入
さ

れ
た
が
、
割
閾
歩
疏
水
坑
と
し
て
の
完
成
も
公
費
に
よ
っ
て
な
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
永
三
年
の
六
月
及
び
八
月
に
佐
渡
よ
り
伝
え
ら

れ
た
消
息
に
、
水
貫
が
近
臼
中
に
貫
通
す
る
で
あ
ろ
う
と
あ
る
事
実

を
、
著
き
に
記
し
た
。
そ
の
意
味
は
明
ら
か
で
な
く
或
は
但
馬
の
北

沢
水
貫
の
完
成
を
い
う
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
の
貫
通
に
よ
っ
て
樋

五
〇
長
籔
総
濠
資
樋
が
節
減
で
き
ょ
う
と
記
す
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縛

金
隈
歩
と
の
貫
通
を
指
す
か
と
も
想
線
さ
れ
る
。

　
水
金
沢
疏
水
坑
が
未
だ
慶
7
5
成
を
見
な
い
う
ち
で
あ
ろ
う
が
、
寛
永

十
一
年
涌
水
が
は
な
は
だ
し
い
の
で
、
孫
太
夫
は
銀
六
七
五
貫
五
〇

〇
目
腕
断
の
公
金
を
拝
借
し
て
樋
エ
六
〇
艘
を
仕
立
て
て
湛
水
を
汲

上
げ
た
と
伝
え
る
。
か
く
て
一
〇
日
に
撚
綱
一
万
荷
に
達
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
寛
永
十
三
年
五
月
に
大
雨
降
り
谷
川
の
駆
水
が
割
間

歩
口
よ
り
流
れ
進
み
二
六
〇
艘
の
樋
も
水
没
し
た
。
寛
永
十
八
年
六

月
に
も
洪
水
と
な
り
割
閣
胃
内
に
水
落
ち
こ
み
、
小
坪
と
よ
ぶ
上
部

22　（336）



方但馬と罰間歩（小葉田）

の
一
場
よ
り
上
層
の
み
掘
る
こ
と
が
続
け
ら
れ
た
。
し
か
し
孫
太
夫

は
寛
永
十
九
年
十
一
月
に
は
拝
借
金
を
皆
済
し
た
と
い
う
。
由
緒
書

に
よ
る
と
、
孫
太
夫
家
之
（
徳
助
）
は
、
同
年
四
月
十
九
鼠
病
死
し
、

治
助
（
家
守
）
が
家
督
を
嗣
い
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
力
）

寛
永
十
八
年
九
月
に
下
り
松
の
明
石
久
右
衛
門
間
歩
と
源
左
衛
門
間

歩
の
間
に
領
地
境
の
争
論
が
あ
り
、
山
主
二
二
人
が
双
方
に
分
れ
た

と
い
う
が
、
そ
の
山
主
の
う
ち
に
味
方
治
助
の
名
が
見
え
る
か
ら
、

治
助
は
同
年
中
に
家
業
を
嗣
い
で
い
た
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

　
寛
永
二
十
年
二
月
奉
行
伊
丹
康
勝
は
、
割
間
切
を
御
直
山
と
し
た

が
、
以
後
寛
文
初
年
に
か
け
て
月
間
歩
は
少
な
く
と
も
五
度
御
直
山

と
な
っ
た
。
但
馬
以
来
は
じ
め
て
御
直
山
と
し
た
理
由
は
、
こ
の
回
金

銀
山
し
だ
い
に
衰
え
山
主
め
中
に
渡
世
を
失
な
う
も
の
も
多
く
、
稼

働
人
で
餓
死
す
る
も
の
が
あ
る
二
曲
を
江
戸
へ
届
け
た
の
で
、
広
間

歩
を
御
直
山
と
し
て
普
請
を
は
じ
め
て
困
窮
人
を
人
夫
に
雇
用
し
一

臼
に
米
五
合
ず
つ
を
扶
持
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
翌
正
保
元
年

秋
に
治
助
は
自
分
山
を
願
っ
た
が
、
一
か
年
足
ら
ず
で
ま
た
御
薩
山

に
戻
っ
た
。
正
保
二
年
五
月
洪
水
の
た
め
湛
水
し
、
樋
二
五
艘
を
立

て
た
が
、
入
用
多
く
損
分
大
き
い
た
め
、
奉
行
所
よ
り
孫
太
夫
に
対
し

休
亡
し
て
は
諸
人
も
囲
る
か
ら
自
分
稼
ぎ
の
意
志
は
な
い
か
と
勧
め

ら
れ
て
自
分
山
と
し
て
引
請
け
た
。
孫
太
夫
は
樋
七
艘
を
増
し
、
都

合
三
二
艘
と
し
、
七
月
よ
り
景
況
好
転
し
毎
一
〇
十
三
・
四
千
荷
を

出
し
た
。
し
か
し
慶
安
二
年
七
月
頃
に
は
、
御
直
山
と
な
っ
て
お
り
、

七
月
七
日
大
雨
で
諸
間
歩
浸
水
し
、
川
添
い
の
町
家
で
流
失
し
た
も

の
も
多
か
っ
た
。
割
鐘
歩
は
幸
い
に
本
影
の
浸
水
を
防
正
で
き
た
が
、

坑
内
は
川
上
の
諸
問
歩
と
疏
通
し
て
い
る
部
分
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を

通
じ
て
浸
水
し
「
樋
七
本
御
座
候
分
水
仕
上
申
候
」
と
惑
え
る
。
こ
の

樋
七
本
と
は
、
正
保
二
年
孫
兵
衛
の
立
て
た
分
に
当
る
と
思
わ
れ
る
。

　
孫
太
夫
は
自
分
山
と
し
て
山
留
平
に
新
切
山
を
掘
り
、
慶
安
三
年

五
月
初
一
〇
日
よ
り
八
月
末
一
〇
日
ま
で
、
毎
一
〇
日
に
爆
雷
以
上
、

二
・
三
千
荷
の
鍵
を
出
し
た
。
一
荷
に
つ
き
印
銀
一
〇
匁
よ
り
一
二
、

三
匁
平
均
の
曲
直
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
新
切
山
も
御
直
山
に
な

っ
た
が
出
面
悪
化
し
、
慶
安
四
年
二
月
ま
た
孫
太
夫
の
自
分
山
と
な

り
、
同
じ
頃
に
平
間
歩
も
自
分
山
と
な
っ
た
ら
し
い
。

　
承
応
二
年
春
、
割
急
歩
の
水
鋪
は
嫁
引
の
経
費
大
な
る
た
め
そ
の

ま
ま
放
置
し
上
部
の
み
採
鉱
す
る
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
孫
太
夫
は

大
阪
よ
り
水
学
と
よ
ぶ
も
の
を
招
い
て
身
重
の
処
置
を
計
り
た
い
旨

を
伊
丹
氏
ま
で
願
出
た
。
そ
し
て
水
学
が
佐
渡
へ
下
り
揚
水
を
試
み

た
が
、
こ
れ
が
水
上
輪
に
よ
る
実
験
で
あ
る
。
水
学
に
よ
る
水
上
輪
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の
試
用
を
寛
永
十
四
年
と
す
る
所
伝
も
あ
る
が
、
承
応
二
年
が
正
し

い
。
水
上
輪
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
孫
兵
衛
は
こ
れ
に
よ
る

排
水
を
計
画
し
、
そ
の
平
銀
調
達
の
た
め
江
戸
へ
出
て
親
類
を
も
頼

み
工
面
す
る
た
め
、
．
佐
渡
出
馬
の
手
形
下
附
を
留
守
居
役
に
申
出
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
の
で
、
十
月
に
留
守
居
役
よ
り
伊
丹
氏
あ
て
申
し
送
っ
て
い
る

勝朗

ﾓ嚇

h駄

ﾐ睨

ｭレ

D
。
山
主
が
佐
渡
を
離
れ
る
と
き
は
、
奉
行
よ
り
出

判
の
手
形
を
受
け
る
例
で
あ
っ
た
。

　
明
暦
元
年
五
月
に
至
り
、
水
上
輪
八
○
艘
を
仕
立
て
て
大
規
模
に

排
水
に
か
か
っ
た
。
は
じ
め
は
一
荷
に
つ
き
二
、
三
匁
の
鍵
を
五
、

六
百
荷
を
出
す
程
度
で
あ
っ
た
。
孫
太
夫
は
揚
水
の
失
費
莫
大
で
あ

る
た
め
、
三
千
荷
ま
で
は
山
神
鍵
だ
け
を
取
立
て
臨
蠣
ト
の
荷
○
荷
四
千
荷

あ
れ
ば
十
分
の
一
公
納
の
こ
と
を
訴
願
し
て
い
る
。
し
か
し
涌
水
多

く
水
替
経
費
は
当
時
の
出
鍵
で
は
償
な
い
難
く
な
っ
た
の
で
、
明
暦

三
年
に
は
御
直
山
取
立
て
を
願
い
出
た
。

　
蚤
時
原
十
郎
左
衛
門
な
る
も
の
が
、
か
ね
て
割
方
歩
稼
行
を
志
し

て
い
て
、
江
戸
へ
出
て
樋
口
五
郎
左
衛
門
を
金
主
と
し
、
佐
渡
へ
渡

ヴ
和
田
太
郎
右
衛
門
を
加
え
て
自
分
山
と
し
て
講
け
た
。
彼
ら
は
翌

万
治
元
年
六
月
よ
り
水
上
輪
三
六
艘
を
立
て
た
が
、
収
支
償
な
わ
ず

二
か
年
足
ら
ず
で
、
割
聞
歩
を
返
上
し
、
御
直
山
と
し
て
孫
太
夫
の

手
に
戻
っ
た
。
侭
馬
以
来
翻
聞
歩
が
味
方
氏
の
手
を
離
れ
た
の
が
、

こ
れ
が
最
初
の
こ
と
で
あ
る
。
万
治
三
年
四
月
下
旬
よ
り
孫
太
夫
は

水
上
輸
八
八
艘
を
仕
立
て
、
寛
文
二
年
ま
で
相
当
の
出
鍵
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
万
治
三
年
秋
頃
、
孫
太
夫
が
出
府
し
た
こ
と
は
、
奉

行
御
手
洗
憲
明
が
孫
太
夫
の
佐
渡
帰
国
に
照
り
、
留
守
居
役
あ
て
に

托
し
た
十
月
二
十
四
日
付
の
書
状
が
残
っ
て
い
る
の
で
知
ら
れ
る
。

こ
の
書
状
に
「
割
問
歩
替
儀
も
無
之
候
爵
」
と
見
え
る
。
味
方
氏
の

由
緒
書
に
よ
る
と
孫
太
夫
騨
糊
は
寛
文
元
年
四
月
二
十
三
日
病
死
し

て
い
る
。
そ
の
子
が
嗣
い
だ
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
寛
文
三
年
に
な
る
と
樋
引
の
出
費
多
く
、
十
一
月
に
は
御

揃
山
を
止
め
、
孫
太
夫
は
巻
絡
山
と
し
水
鋪
以
上
の
部
分
の
み
を
わ

ず
か
に
採
掘
し
た
。
こ
の
情
況
を
見
て
、
相
川
の
山
主
・
金
子
・
町
人

等
は
「
割
間
歩
の
儀
は
金
銀
山
根
元
の
敷
所
に
付
、
た
と
ひ
外
山
は

差
止
候
と
も
割
間
歩
を
は
取
立
有
之
様
に
」
と
訴
願
し
た
。
奉
行
所

は
訴
願
の
町
人
代
表
を
一
時
は
入
牢
ま
で
命
じ
た
が
、
就
中
山
主
の

一
人
和
田
三
郎
兵
衛
（
十
郎
左
衛
門
）
は
再
三
訴
え
て
止
ま
ず
、
暫
ら

く
入
牢
さ
せ
た
上
で
、
寛
文
四
年
よ
り
閉
門
を
命
じ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
寛
文
十
年
、
当
周
は
つ
い
に
割
間
歩
を
御
直
山
と
し
開
発
を
決
意

し
、
和
田
氏
の
閉
門
を
解
い
て
味
方
孫
太
夫
と
と
も
に
山
主
と
し
、
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味方但馬と割聞歩（小葉田）

そ
の
十
月
よ
躰
寛
文
十
二
年
に
か
け
て
取
明
け
作
業
を
進
め
た
。
こ

の
間
ま
ず
水
上
輪
八
五
艘
を
立
て
、
樋
引
賃
支
弁
の
た
め
金
銀
山
出

鍵
の
代
銀
一
貫
臼
に
つ
き
五
〇
目
を
山
主
・
金
子
よ
り
供
出
さ
せ
、

ま
た
相
川
町
人
男
女
七
歳
以
上
に
つ
き
一
入
に
つ
き
銭
九
文
ず
つ
を

徴
収
し
た
と
い
う
。
ま
た
寛
文
十
一
年
に
は
郷
中
よ
り
銀
納
一
貫
目

に
つ
き
三
分
三
厘
ず
つ
の
割
で
取
立
て
て
補
助
と
し
た
。

　
延
宝
元
年
に
割
間
歩
の
う
ち
諏
訪
間
歩
に
て
、
一
〇
日
三
干
荷
余
、

一
荷
に
つ
き
平
均
印
肉
一
三
、
四
匁
の
出
鍵
を
見
た
。
な
お
樋
駄
励
錨

を
一
六
二
艘
ま
で
増
し
た
が
、
延
宝
二
年
三
月
二
十
八
日
に
七
枚
棚

東
の
方
で
金
子
の
吉
之
丞
の
抱
大
工
喜
兵
衛
な
る
も
の
が
鑓
に
掘
り

当
り
、
は
じ
め
は
一
荷
に
つ
き
銀
一
匁
七
分
ず
つ
の
薄
錘
を
五
〇
荷

出
す
程
度
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
四
月
十
二
日
の
初
一
〇
日
の
荷
分

け
よ
り
好
転
し
数
千
荷
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
延
宝
三
年
に
は
い

よ
い
よ
盛
大
と
な
り
、
四
月
の
中
｝
○
品
分
は
九
七
〇
〇
荷
四
つ
留

に
て
売
代
銀
漏
七
、
八
十
貫
と
な
り
、
七
月
の
初
一
〇
臼
よ
り
は
毎

一
〇
日
出
鍵
九
八
0
0
荷
余
、
上
錘
は
一
荷
に
つ
き
一
貫
四
、
五
百

目
と
い
う
未
曾
有
の
も
の
を
出
し
、
延
宝
四
年
四
月
の
初
一
〇
日
の

例
を
見
て
も
出
惜
八
九
〇
〇
荷
代
銀
一
五
〇
貫
余
で
あ
っ
た
。
水
上

輪
一
八
二
艘
で
、
一
驚
に
三
人
ま
た
は
四
人
掛
あ
て
ら
れ
る
か
ら
人

夫
六
百
六
、
七
十
人
、
ま
た
金
子
が
請
け
る
領
地
は
、
普
通
は
二
丈
余

で
あ
る
が
、
稼
人
多
く
三
尺
ず
つ
を
与
え
た
と
い
う
。
延
宝
三
年
一

か
年
の
出
鑓
高
二
七
万
荷
余
、
代
印
銀
三
五
〇
〇
貫
余
と
い
う
。
ま

た
、
　
延
宝
三
年
よ
り
同
五
年
ま
で
三
か
年
の
出
本
譜
は
六
五
七
、
0

0
0
里
余
で
、
内
二
六
六
、
二
三
〇
荷
、
代
印
銀
二
、
一
九
六
貫
八
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

○
臼
余
が
公
納
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
平
均
し
て
、
百
荷
に
つ
き
二
荷

の
山
神
鍵
団
員
と
四
六
の
歩
合
の
荷
分
け
と
な
る
。
毒
ら
に
曾
根
吉

正
支
配
の
寛
文
十
年
よ
り
延
宝
七
年
ま
で
一
〇
か
年
糖
徽
紙
囎
概
飲
振
麟
仁

の
計
箕
は

　
出
鍵
　
一
、
三
七
　
、
三
三
三
荷

　
公
納
　
　
　
五
三
一
、
〇
七
九
荷
　
代
後
藤
銀
三
こ
八
九
貫
六
九
二
匁
四
分

と
な
っ
て
い
る
が
、
岩
間
歩
一
山
へ
投
入
し
た
公
費
の
銀
高
が
、
三
、

四
八
五
貫
九
六
〇
嵐
で
、
差
引
一
九
六
貫
二
六
七
匁
六
分
が
賢
母
と

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
荷
分
け
公
器
の
収
入
の
み
に
つ
い
て
計
算

す
れ
ば
、
水
替
を
は
じ
め
経
費
が
大
ぎ
く
、
支
出
超
過
と
な
っ
た
の

　
　
⑲

で
あ
る
。

　
寛
文
末
よ
り
延
宝
初
め
に
か
け
て
は
、
宗
太
央
間
歩
・
諏
訪
間
歩

の
影
野
を
掘
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
る
に
延
宝
客
年
に
七
枚

棚
の
良
鉱
脈
に
切
付
け
て
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
採
掘
は
こ
こ
の
掘
場
に
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集
中
し
た
ら
し
い
。

　
さ
て
享
保
三
年
頃
に
書
か
れ
た
『
割
幽
門
覚
書
』
に
よ
れ
ば
、
歯

間
歩
の
立
合
総
五
枚
あ
り
、
二
枚
は
小
風
呂
立
合
、
二
枚
は
七
枚
棚

立
合
、
一
枚
は
籠
屋
助
九
郎
立
合
と
し
て
い
る
。
釜
口
翻
。
っ
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
し
も

間
門
と
し
て
北
沢
下
手
よ
り
上
手
へ
、
つ
ま
グ
西
よ
り
東
へ
、
諏
訪

間
歩
・
籠
屋
園
圃
・
割
問
歩
・
七
枚
棚
・
宗
太
夫
問
歩
と
数
え
る
こ

と
が
出
来
る
。
元
和
年
間
味
方
但
馬
時
代
に
は
割
間
歩
内
学
鋪
を
稼

ぎ
、
小
風
呂
鋪
ま
で
掘
下
げ
、
こ
こ
を
中
心
に
採
掘
し
た
こ
と
は
、

但
馬
所
持
と
伝
え
る
『
坑
内
古
図
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
即
ち
小

風
呂
立
合
ま
た
は
翻
寸
歩
本
立
合
と
よ
ば
れ
た
鉱
脈
の
採
掘
で
あ
る
。

諏
訪
間
歩
は
も
と
信
州
諏
訪
出
身
の
山
主
の
切
っ
た
間
近
で
、
の
ち

味
方
氏
が
稼
ぎ
割
間
歩
領
に
取
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
時
代
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

明
れ
か
で
な
い
が
、
寛
永
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
宗
太
夫
間
歩
は
も

と
宗
太
夫
と
い
う
山
主
が
開
坑
し
た
も
の
で
、
片
山
勘
兵
衛
が
そ
の

跡
を
稼
回
し
た
が
、
涌
水
の
た
め
放
棄
し
た
。
し
か
し
味
方
氏
は
樋

．
を
立
て
排
水
し
、
こ
れ
ま
で
の
水
鋪
の
部
分
を
領
地
と
し
て
掘
り
、
片

出
氏
は
一
時
そ
の
上
部
の
み
を
掘
っ
た
が
、
そ
れ
も
中
止
し
て
い
た
。

寛
文
十
年
割
寛
歩
を
御
直
山
と
し
た
と
き
、
奉
行
曾
根
吉
正
は
宗
太

夫
問
歩
を
磯
間
歩
に
属
せ
し
め
た
。
宗
太
夫
細
叙
内
の
東
小
風
呂
鋪

は
盛
ん
な
掘
場
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
れ
に
対
し
、
倶
馬
以
来
の
幽

間
門
内
の
小
風
呂
鋪
は
、
西
小
風
呂
鋪
と
よ
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
割
問
歩
覚
書
』
に
小
風
呂
立
合
二
枚
と
い
う
の
は
、
東
西
小
風
呂

の
鉱
脈
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
延
宝
五
年
秋
以
来
、
野
間
歩
の
出
鍵
は
少
し
く
減
じ
、
同
六
、
七

年
、
な
お
多
少
の
衰
え
を
見
せ
た
が
、
七
年
五
月
水
上
輪
一
八
ニ

ト
杁
臨
艘
、
樋
引
人
夫
五
九
四
人
を
使
用
し
た
と
い
う
。
延
宝
八
年
六

月
新
任
の
奉
行
鈴
木
重
砧
相
川
に
入
り
、
樋
引
賃
銀
と
し
て
椙
川
の

町
人
別
に
徴
収
し
て
い
た
出
銭
を
止
め
、
割
間
歩
出
鑓
の
荷
分
け
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

合
を
改
め
、
公
認
分
を
軽
減
し
た
ら
し
い
。
こ
れ
ま
で
の
蝕
分
は
四
、

六
で
あ
っ
た
。
同
年
七
月
末
一
〇
臼
の
出
紐
解
は
工
六
〇
〇
荷
余
と

い
わ
れ
、
一
か
月
に
八
－
九
〇
〇
〇
荷
と
推
測
さ
れ
て
、
延
宝
三
－

五
年
の
盛
時
よ
り
、
荷
数
で
三
分
の
一
に
減
じ
て
い
昏
の
で
公
認
分

を
軽
減
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
る
に
、
同
年
八
月
十
一
口
大
雨
降
り
洪
水
と
な
り
、
山
内
の

法
家
・
人
家
も
北
沢
・
濁
川
沿
い
の
人
家
も
す
べ
て
流
失
し
、
諸
聞

歩
の
浸
水
は
割
歩
内
入
魍
流
し
て
一
八
ニ
レ
杁
瀬
と
の
う
ち
一
五
四
艘

が
水
役
し
て
し
ま
っ
た
。
当
局
は
懸
命
に
復
旧
に
努
め
、
残
樋
を
加

え
て
一
四
工
艘
㌦
甑
脚
面
明
固
γ
ま
で
立
下
げ
た
。
　
「
割
間
離
水
敷
に
て
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味方出馬と罰間歩（小葉賠）

減
損
多
し
と
い
へ
と
も
休
山
と
な
り
て
は
相
川
市
中
立
行
兼
る
」
た

め
、
天
和
元
・
一
一
年
は
樋
引
賃
銀
二
〇
〇
貫
ず
つ
を
地
方
物
成
中
よ

り
支
出
す
る
こ
と
と
し
、
天
和
三
年
に
も
同
額
の
支
出
を
継
続
す
る

こ
と
に
し
た
。
し
か
し
冊
数
は
し
だ
い
に
減
じ
、
天
和
三
年
閾
五
月

に
は
一
〇
四
艘
と
な
り
、
同
月
十
三
臼
出
水
の
た
め
三
二
艘
が
水
没

し
、
元
禄
初
年
に
は
五
八
艘
に
減
じ
て
い
た
。

　
元
禄
四
年
置
月
新
任
の
奉
行
荻
原
重
秀
は
渡
海
し
て
、
山
主
等
よ

り
諸
問
歩
の
情
況
を
報
告
さ
せ
、
ま
た
金
銀
山
開
発
の
意
見
を
聴
取

し
て
、
積
極
的
な
振
興
策
を
打
身
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
孫
太

夫
等
よ
り
提
出
し
た
と
思
わ
れ
る
訴
状
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
潮
間
歩

は
現
在
五
八
艘
の
引
引
で
稼
行
し
て
い
る
が
、
な
お
一
二
六
艘
の
仕

立
を
許
さ
れ
る
な
ら
「
七
枚
二
身
通
井
に
東
西
の
引
立
（
立
倉
）
残
り

な
く
嵐
申
す
」
こ
と
、
第
二
に
主
兵
衛
坂
下
よ
り
冠
雪
歩
へ
水
貫
を

切
っ
て
五
〇
絶
目
へ
切
貫
く
積
り
に
計
画
さ
れ
た
き
こ
と
を
述
べ
て

い
無
元
禄
四
年
背
競
＋
五
日
に
着
工
し
た
南
沢
大
疏
水
坑
ご
“

れ
は
振
矩
師
静
野
与
右
衛
門
の
測
董
に
よ
る
近
世
の
佐
渡
に
お
け
る

代
表
的
工
事
で
あ
る
が
、
右
の
訴
願
の
第
二
に
癒
じ
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
南
沢
疏
水
坑
の
完
成
は
割
高
歩
内
の
二
四
〇
艘
を
不
要
と

し
節
減
し
た
に
留
る
か
ら
、
割
問
歩
に
お
け
る
水
と
の
苦
難
の
戦
い

は
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

A
昭
和
鴨
○
、
襲
、
　
「
九
稿
了
）

①
『
佐
渡
年
代
記
』
『
佐
渡
風
土
記
』
は
本
論
に
多
く
拠
珊
す
る
。
佐
渡
郡
教
育
会

　
昭
和
十
－
年
刊
『
佐
渡
餐
詑
』
は
慶
長
六
i
天
保
山
ハ
焦
－
は
佐
渡
支
庁
本
、
瓢
人
伯
体
七

　
－
弘
化
三
年
は
鵜
飼
文
庫
本
、
弘
化
四
一
嘉
永
期
年
は
蕉
獅
文
庫
本
を
廠
本
と
す

　
る
。
佐
渡
支
庁
本
は
奉
行
鈴
木
重
嶺
の
命
で
慶
応
二
年
六
月
儒
家
円
海
瞑
北
が
序

　
文
を
付
し
た
も
の
で
～
九
巻
あ
り
、
翼
北
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
需
は
鈴
木
町

　
行
が
元
牽
行
山
岡
景
恭
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
由
澗
氏
が
佐
渡
在
任
中
雀
写
せ
し

　
め
た
も
の
、
安
政
年
中
火
災
の
た
め
奉
行
脳
蔵
の
焦
詫
代
配
を
失
っ
た
の
で
、
鈴
木

　
氏
は
こ
の
露
写
本
を
収
蔵
さ
せ
る
と
と
も
に
属
吏
某
に
命
じ
天
保
以
後
の
こ
と
を

　
続
修
さ
せ
た
こ
と
が
、
記
さ
れ
て
い
る
。
佐
渡
鞭
育
会
刊
本
の
教
育
A
戸
長
の
序
に
、

　
萩
野
由
之
博
士
の
説
を
噌
引
き
「
営
て
漠
北
よ
り
き
く
と
こ
ろ
な
り
と
て
田
く
、
佐

　
渡
年
代
記
は
、
爾
川
開
雅
の
窪
き
し
も
の
若
干
巻
あ
り
し
を
、
明
雅
残
し
て
後
は
、

　
原
田
久
通
が
書
き
続
け
た
る
也
と
、
博
士
之
に
附
細
し
て
い
ふ
、
按
ず
る
に
、
明

　
雅
は
安
永
七
年
に
生
れ
て
、
天
保
元
年
鷺
十
三
歳
に
て
披
せ
し
人
な
り
、
年
代
記

　
は
天
保
九
年
戊
成
ま
で
あ
る
も
の
最
も
多
し
、
さ
れ
ば
原
田
氏
の
書
き
続
け
た
る

　
は
何
れ
の
所
よ
り
か
愚
な
ら
ず
」
と
あ
る
。
京
大
照
史
研
究
竃
所
蔵
『
佐
渡
之
夢
』

　
八
二
は
災
は
呪
佐
渡
年
代
記
臨
に
外
な
ら
ず
し
て
、
天
保
七
年
ま
で
の
記
述
あ
り
、

　
村
覇
良
弼
氏
旧
蔵
本
で
、
佐
渡
の
組
頭
三
輪
氏
の
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治

　
二
二
年
九
月
、
萩
野
博
土
が
岡
欝
を
借
覧
返
選
し
た
と
き
添
え
た
護
状
を
村
岡
氏

　
が
巻
末
に
朱
書
し
て
い
る
。
岡
証
状
に
「
年
代
記
ト
申
ハ
天
保
中
吻
年
二
及
セ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
佐
渡
ノ
学
嚢
醐
川
明
雅
ト
申
が
講
綴
候
モ
ノ
ヲ
又
原
田
久
通
力
書
続
キ
テ
余
力
見

　
タ
ル
ハ
天
保
九
年
マ
テ
御
座
候
、
．
帝
隅
大
学
ノ
本
曲
天
保
六
年
マ
テ
ア
リ
、
又
…

　
本
筋
天
保
閥
年
マ
デ
ア
リ
、
何
様
其
人
／
年
代
マ
デ
書
キ
綴
キ
タ
ル
ナ
ラ
ン
カ
、

　
生
ノ
郷
墨
（
佐
渡
）
ニ
ア
ル
者
ハ
九
年
迄
有
之
候
ハ
原
沼
二
子
官
人
等
帰
掴
後
二

　
書
ッ
．
キ
候
モ
ノ
ニ
チ
モ
可
有
之
事
ト
早
雪
申
候
扁
と
あ
る
。
明
治
八
年
佐
渡
支
庁

　
よ
り
溜
出
関
係
の
旧
記
類
の
提
出
方
を
回
達
し
、
そ
の
う
ち
参
考
と
な
る
べ
き
も
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の
を
書
写
し
た
が
（
写
本
は
三
菱
鉱
業
佐
渡
鉱
業
研
に
引
継
ぐ
）
、
そ
の
中
に
兜
佐

渡
年
代
記
輯
要
臨
と
題
し
、
奉
行
所
蔵
の
『
佐
渡
年
代
記
』
よ
り
要
を
抄
出
し
、

天
保
十
｝
年
九
月
記
之
と
見
え
る
も
の
が
あ
り
、
付
記
し
て
「
此
本
の
撰
春
尋
し

に
左
の
書
付
出
之
扁
と
し
て
、
ま
ず
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
「
是
者
延
享
三
寅
年
初
補
筆
を
立
最
初
藩
風
土
記
之
格
二
糊
認
、
其
後
年
代
記

二
襯
撰
、
宝
暦
八
九
之
嬢
迄
追
葡
書
残
三
七
、
私
撰
者
勿
論
三
々
二
羅
リ
候
蛮
、

自
己
話
手
知
同
様
公
私
煩
雑
二
相
認
候
儀
御
座
候
」

　
こ
れ
は
年
代
記
で
な
く
『
佐
渡
風
土
記
』
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
　
『
佐
渡
風

土
記
』
に
つ
い
て
、
佐
渡
郡
教
育
会
昭
沸
十
六
年
刊
本
の
巻
藁
に
収
め
た
明
治
三

…
年
萩
野
博
士
稿
の
文
に
詳
し
い
。
詞
書
は
通
常
は
一
工
巻
よ
り
成
り
、
上
巻
は
佐

渡
闘
係
の
歴
史
菰
爽
を
垂
髪
し
、
中
、
下
巻
は
天
正
十
七
一
寛
延
三
年
の
年
代
記

の
体
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
藩
は
永
井
半
十
郎
次
芳
、
寛
延
三
年
の
成
稿
で
、

上
巻
記
事
毎
に
延
享
三
年
丙
寅
ま
で
を
幾
年
と
記
し
た
の
．
は
起
稿
が
豊
年
に
あ
る

こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
次
芳
の
後
薬
永
井
氏
の
蔵
本
は
六
巻
本
で
繁
六
巻
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

暦
八
年
以
後
の
記
事
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
足
癖
で
あ
ろ
う
し
、
前
掲
の
需

付
の
記
竣
に
も
吻
合
す
る
。
書
付
に
嘱
の
需
の
編
者
と
し
て
、
延
伸
頃
の
諸
帳
面

手
形
改
役
で
宝
暦
頃
の
出
方
役
永
井
照
郎
丘
ハ
循
と
記
す
の
は
、
瓦
葺
の
誤
り
で
四

郎
兵
衛
仲
雄
は
雪
止
の
養
父
で
あ
る
。
耳
付
に
続
い
て
、
「
右
者
（
四
郎
兵
徳
）
宝

暦
之
後
病
死
（
次
芳
は
宝
麟
十
四
年
二
月
死
す
）
佳
候
二
付
、
共
後
説
得
、
欝
継

候
も
の
も
有
之
候
得
共
、
楚
又
連
続
不
幸
一
勿
論
文
意
最
同
様
日
付
、
勤
疇
之
年

代
記
振
合
二
天
撰
置
蕨
ハ
ハ
瞬
好
之
簸
入
御
覧
候
硝
も
可
然
趣
、
丈
政
七
申
年
泉

本
正
助
殿
御
在
勤
之
節
御
荘
有
之
、
其
節
取
調
候
も
の

　
　
　
　
汰
間
役
　
　
西
川
藤
兵
御

天
保
二
卯
年
迄
栩
認
候
処
、
同
年
柄
死
仕
、
其
後
者
広
間
役
助
原
田
次
郎
左
婿
門

書
継
罷
在
地
得
共
敢
諭
富
撰
と
申
之
潜
撫
御
座
候
扁

と
あ
る
は
、
『
佐
渡
年
代
記
幅
の
編
集
の
経
緯
を
示
す
好
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
『
佐
渡
風
土
記
』
中
の
年
代
記
は
必
し
も
十
分
な
湾
頭
と
思
わ
れ
な
か
っ
た

　
の
で
、
奉
行
泉
本
正
助
恵
篤
は
別
に
年
代
記
編
集
を
よ
し
と
す
る
意
向
を
持
ち
、

　
文
政
七
年
よ
り
広
間
役
西
類
藤
兵
衛
（
明
雅
）
が
こ
れ
に
従
い
天
保
二
年
ま
で
編

　
記
し
た
が
闘
年
病
死
し
、
広
間
夢
助
原
田
次
郎
左
衛
門
穿
通
（
佐
渡
糊
民
風
俗
の

　
編
春
）
が
そ
の
後
を
う
け
て
書
継
い
だ
。
し
か
し
原
田
氏
が
何
年
ま
で
謹
継
い
だ

　
か
は
確
か
で
な
い
。

　
　
と
こ
ろ
で
『
佐
渡
年
代
詑
』
は
、
漁
時
の
書
状
∵
即
緊
講
・
触
轡
等
を
噌
引
用
し
て

　
編
述
し
て
い
て
、
編
春
の
そ
れ
ら
の
史
的
解
釈
や
年
代
の
推
記
な
ど
に
注
意
す
る

　
な
ら
ば
、
史
料
的
価
値
一
は
大
き
い
。
と
く
に
、
当
面
の
近
世
初
期
で
は
書
状
等
を

　
転
漁
戯
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
藏
接
に
資
摺
す
る
こ
と
も
出
［
来
る
。
　
『
佐
渡
風
土

　
記
』
の
中
・
下
巻
に
つ
い
て
も
、
概
ね
罰
じ
こ
と
が
い
え
よ
う
。

②
長
岡
窃
味
方
重
閣
氏
所
蔵
、
味
方
孫
太
夫
由
緒
書
同
先
祖
講
。
こ
の
磐
は
弘
化

　
四
年
嬢
諮
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
但
縞
の
書
状
を
中
心
と
す
る
重
要
文
護

　
は
、
相
川
町
瑞
仙
轡
に
害
託
保
管
さ
れ
て
い
て
、
昭
和
二
七
年
八
月
往
訪
の
際
は

　
同
寺
に
つ
い
て
一
見
し
た
が
、
女
塾
盗
一
年
十
一
月
に
は
焚
岡
市
の
味
方
氏
宅
に

　
て
、
右
の
文
警
を
含
め
て
味
方
文
書
を
詳
し
く
調
査
し
得
た
。

③
『
兵
庫
県
宍
粟
郡
誌
隠
（
大
正
十
工
年
刊
）
に
、
元
禄
頃
の
編
集
と
い
う
宍
粟
郡

　
誌
を
引
飛
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
富
士
野
直
隠
肉
は
元
和
よ
り
寛
永
に
か
け

　
栄
え
た
と
い
う
。
三
方
は
近
傍
の
千
草
谷
そ
の
他
の
諸
村
と
と
も
に
、
砂
鉄
の
た

　
た
ら
製
鉄
が
古
来
盛
ん
で
あ
っ
た
。

④
　
佐
渡
支
庁
所
蔵
『
佐
渡
国
誌
編
纂
史
料
』
所
収
網
娼
寺
桂
。
光
栄
山
瑞
仙
寺
は

　
南
沢
中
寺
町
に
在
り
「
大
野
村
根
本
寺
末
、
寛
永
元
子
四
月
目
二
本
由
百
工
世
日

　
印
上
人
開
基
、
本
願
入
味
方
但
馬
守
家
政
、
父
但
馬
守
家
重
菩
提
建
立
」
と
あ
る
．

⑤
佐
渡
郡
真
野
町
由
本
修
之
助
氏
所
蔵
。

⑥
慶
長
十
八
年
奉
行
大
久
爆
長
安
柔
し
、
そ
の
家
倉
大
久
保
肉
城
は
田
辺
と
改
姓
、

　
岡
年
渡
海
し
た
間
欝
氏
と
と
も
に
佐
渡
を
支
配
。
幾
年
米
倉
・
河
（
葛
）
酒
両
氏

　
も
佐
渡
へ
渡
っ
た
。
…
閥
営
氏
は
岡
年
十
二
月
大
阪
の
陣
に
死
ん
だ
。

⑦
　
逸
書
に
は
糊
…
欝
金
銀
山
華
々
時
代
の
諸
事
を
、
慶
長
九
』
ヰ
の
条
に
か
け
て
起
載
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し
て
い
る
。
長
安
が
こ
の
喜
界
月
は
じ
め
て
佐
渡
へ
渡
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
享

　
保
九
年
三
月
奉
行
小
浜
久
隆
・
山
腿
景
顕
よ
り
老
中
水
野
忠
之
の
問
い
に
答
え
た

　
書
状
に
、

　
　
由
師
所
持
仕
候
古
き
磐
付
吟
味
仕
候
処
、
慶
長
年
中
大
久
保
石
見
守
支
配
生
節

　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
　
御
直
出
ヨ
拾
霊
ケ
所
耀
立
、
断
師
三
拾
六
人
壱
人
に
付
毎
年
米
満
俵
宛
並
讃
唱

　
　
留
木
蝋
燭
等
被
下
、
其
上
佐
所
之
地
子
弁
町
役
赦
免
之
儀
、
其
後
も
段
々
御
直

　
　
出
蔓
立
候
讃
還
御
熟
慮
、
是
は
山
師
所
持
仕
候
書
付
に
御
座
候
故
、
槌
に
は
難

　
　
申
上
候
得
共
、
古
来
よ
り
所
持
仕
候
書
物
と
相
見
え
候
に
付
申
上
腿
以
上

　
御
直
山
三
六
か
所
取
立
て
山
主
三
六
人
操
持
云
々
の
記
蘂
が
、
こ
れ
に
基
づ
く
こ

　
と
は
明
か
で
あ
る
。

⑧
佐
渡
郡
加
茂
村
和
木
（
現
姦
両
津
市
）
娼
上
職
…
氏
所
蔵
。
昭
和
二
六
年
七
月

　
川
上
氏
宅
に
て
　
覧
、
翌
年
八
月
再
び
赴
い
て
、
九
冊
を
借
出
し
、
数
か
月
聞
闘

　
覧
で
き
た
。
こ
れ
は
京
大
農
学
部
期
上
太
左
英
教
授
の
好
意
に
よ
る
。
岡
文
露
は

　
可
　
氏
の
先
代
が
屏
風
の
下
張
よ
り
得
た
る
記
録
・
書
状
等
に
て
、
慶
長
…
元
禄

　
の
も
の
、
た
だ
下
張
と
し
た
た
め
大
小
の
紙
片
に
裁
断
さ
れ
、
こ
れ
を
適
寂
に
二

　
四
冊
に
螺
綴
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
大
久
保
長
安
時
代
の
金
銀
出
史
料
と
し

　
て
特
に
飛
鼠
重
｛
と
思
わ
れ
る
も
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
一
号
こ
弩
三
号
四
号
七
号
九
母

一
〇
号

二
号
｝
四
号

右
の
表
題
は
、

佐
州
銀
山
還
御
癒
出
鍛
冶
炭
渡
帳

佐
州
銀
山
諸
御
蔽
山
蟻
燭
渡
帳

佐
州
銀
山
諸
御
三
山
蝋
燭
渡
期

佐
州
銀
山
諸
御
書
山
鍛
冶
炭
渡
帳

御
下
朋
汀
【
上
ケ
由
－
跡
勲
儲

書
状

御
前
江
　
淵
隅
上
留
書

御
前
江
書
上
留
書

間
歩
口
御
番
頬
付
要
式

　
　
　
留
山
欝
・
渡
帳
等
の
表
紙
紙
片
の
記
題
に
従
い
、

大
体
そ
の
釣
容

　
を
成
す
と
思
わ
れ
る
紙
片
を
集
め
て
一
冊
と
し
た
も
の
で
、
年
代
は
三
、
四
か
年

　
に
わ
た
る
場
合
も
あ
り
一
枚
々
々
に
つ
い
て
検
討
を
必
要
と
す
る
。
留
雷
、
跡
譲

　
は
、
佐
渡
の
留
守
艦
役
人
よ
り
長
安
の
家
老
あ
て
に
、
鉱
山
の
情
況
を
報
告
し
、

　
ま
た
指
添
を
乞
う
た
も
の
を
記
録
し
て
い
る
。

⑨
　
佐
渡
金
銀
山
の
問
歩
経
営
に
つ
い
て
は
、
刷
に
考
察
し
た
い
。
体
系
臼
田
史
叢

　
書
1
1
産
業
史
巨
に
や
や
詳
し
く
述
べ
て
お
い
た
。

⑩
　
『
佐
渡
根
川
砂
子
騙
所
収
の
金
銀
山
由
来
の
青
盤
間
歩
の
条
に
「
慶
長
九
辰
九
月

　
味
方
孫
太
夫
開
発
、
其
後
同
苗
与
次
右
衛
門
二
野
リ
云
々
」
と
あ
る
が
、
孫
太
夫

　
の
露
盤
聞
歩
關
発
に
つ
い
て
は
確
実
と
い
え
な
い
。

⑪
　
明
治
八
年
佐
渡
支
庁
に
て
調
査
し
筆
写
し
、
三
菱
鉱
業
難
渡
鉱
業
所
へ
引
継
い

　
だ
記
録
中
に
、
小
幕
広
隆
編
『
垣
間
万
古
書
類
・
謂
書
・
覚
書
合
馬
』
一
冊
が
あ

　
る
。
ま
た
秋
田
鼻
翼
編
『
銀
山
謂
霧
駈
に
、
延
享
二
年
七
月
味
力
孫
太
夫
等
よ
り

　
帯
出
歩
の
沿
革
と
・
有
望
な
切
場
解
を
述
べ
た
証
文
に
「
割
間
歩
之
義
百
四
十
五
年

　
以
前
、
大
久
保
薦
見
守
様
御
支
配
之
内
、
莫
大
之
大
盛
仕
御
運
上
銀
差
上
候
二
付
、

　
権
現
様
御
代
山
主
味
方
孫
太
夫
被
召
、
但
馬
と
改
名
会
下
御
紋
之
御
時
服
頂
戴
仕

　
候
」
と
あ
る
も
岡
様
で
あ
る
。

⑫
　
『
佑
渡
相
期
砂
子
』
所
収
金
銀
山
之
由
来
。

⑬
　
以
下
、
例
せ
ば
一
〇
の
三
八
は
、
　
『
川
上
文
書
』
の
簿
冊
…
○
号
の
三
八
枚
覆

　
を
承
す
。

⑭
近
世
初
期
の
坑
入
交
蓄
舗
は
確
か
で
な
い
。
中
期
の
実
情
を
記
し
た
『
佐
渡
金

　
銀
山
見
立
鋪
内
之
様
子
稼
方
井
諸
道
具
葛
西
（
住
友
家
修
史
室
所
蔵
写
本
）
に
よ
る

　
と
、
閥
切
大
工
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
昼
番
、
夜
番
に
分
れ
、
各
｝
番
二
一
番
あ

　
り
、
即
ち
四
交
替
で
、
大
工
は
こ
度
ず
つ
坑
入
し
た
ら
し
い
。

⑮
　
火
縄
は
槍
皮
を
打
っ
て
総
と
し
、
一
番
の
大
工
の
大
工
が
、
た
と
え
ば
火
縄
五

　
寸
或
は
一
尺
の
焼
失
閤
に
掘
っ
た
分
と
二
番
の
大
工
の
分
を
比
較
し
、
多
き
方
に

　
褒
賞
す
る
法
で
、
聞
切
作
業
の
能
率
を
高
め
る
法
で
あ
る
。

⑯
　
覧
政
七
年
に
書
か
れ
た
『
此
間
歩
謂
轡
』
に
、
元
瀦
八
年
但
馬
掬
分
入
用
で
大
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水
貫
を
切
り
諏
訪
間
駒
よ
り
割
駆
歩
を
貫
通
し
た
と
い
い
レ
ま
た
騰
馬
二
年
穴
月

　
の
『
幽
間
歩
帳
付
弥
次
兵
衛
覚
』
に
は
「
一
己
和
八
尋
年
味
方
孫
太
夫
先
祖
自
分
之

　
入
用
を
以
、
水
貫
問
屋
之
切
場
所
之
儀
年
久
敷
三
曹
、
委
敷
難
絹
知
御
座
得
共
、

　
割
黒
旗
古
血
…
図
［
を
以
考
候
所
、
当
時
諏
訪
閥
歩
と
唱
へ
候
釜
ノ
撫
を
大
水
榊
嫉
と
書

　
鎌
髭
之
、
右
大
水
中
郷
下
之
内
汐
北
沢
小
通
り
迄
踏
貫
候
所
水
戸
口
と
譲
付
在
之

　
候
、
古
書
二
も
大
水
下
間
歩
自
分
入
管
を
以
テ
大
水
貫
間
歩
切
候
悪
露
記
在
之
候

　
間
、
槌
二
諏
訪
腿
歩
之
儀
二
可
在
御
座
奉
存
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
但
馬
の
切
っ

　
た
水
貫
を
諏
訪
闘
歩
ま
た
は
岡
關
歩
へ
貫
い
た
も
の
と
し
、
水
戸
口
は
岡
日
歩
q

　
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
　
諏
訪
閥
歩
は
舘
年
寿
奉
行
仕
置
…
○
か
年
（
元
和
四
一
寛
永
囲
）
中
の
御
直
山
の

　
一
で
山
主
大
坂
惣
左
衛
門
・
肉
根
強
ヨ
右
衛
門
と
あ
る
。
『
罰
医
事
覚
握
』
に
、

　
諏
訪
間
歩
は
諏
訪
の
も
の
二
酉
間
切
っ
て
鍵
に
付
勢
概
い
た
の
を
孫
太
夫
稼
ぎ
舗

　
間
歩
領
と
な
っ
た
と
あ
る
。
離
間
歩
領
と
な
っ
た
蒔
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
延

　
宝
以
前
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
但
馬
以
後
ら
し
く
、
但
馬
の
切
っ

　
た
水
口
媒
を
諏
訪
間
歩
と
同
一
視
す
る
こ
と
ほ
疑
ね
し
い
。

⑰
萩
野
文
庫
は
萩
野
由
之
事
事
の
蒐
集
に
か
か
る
佐
渡
関
係
の
文
書
・
記
録
・
編

　
著
菊
皿
で
、
戦
後
に
佐
渡
細
身
の
舟
崎
由
之
氏
が
購
入
し
、
河
原
田
町
の
佐
渡
高

　
校
北
校
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
需
状
は
横
帳
綴
り
の
留
書
に
あ
る
。

⑱
　
太
激
旧
状
中
に
「
我
等
も
…
段
と
そ
く
さ
い
平
間
、
二
様
御
心
安
候
、
源
七
も
同

　
前
二
候
、
御
前
能
被
奉
公
仕
候
故
、
細
々
御
壷
柚
其
上
御
羽
織
な
ど
受
壷
候
」
と

　
あ
る
が
、
源
七
は
但
馬
の
長
子
で
、
松
下
安
綱
の
養
嗣
子
と
な
り
、
元
和
四
年
・
よ

　
り
家
光
に
奉
仕
し
た
貞
綱
の
こ
と
で
あ
る
。
頁
綱
の
名
は
主
馬
ま
た
源
七
郎
を
称

　
し
た
。
　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
二
四
…
三
巻
松
下
霧
隠
。

⑲
上
田
久
七
は
長
安
時
代
に
御
藏
由
一
か
所
を
預
け
ら
れ
、
上
巴
久
七
問
歩
と
い

　
う
冶
鎮
侵
氏
仕
澱
一
〇
力
年
（
元
和
四
一
寛
永
隙
）
の
御
法
由
の
中
に
、
向
岩
奴

　
御
鷹
山
は
上
田
久
七
・
渡
辺
伝
左
衛
門
が
山
窯
、
ま
た
右
之
沢
か
ら
屋
間
歩
御
直

　
山
は
斎
…
藤
密
鎌
左
衛
門
・
原
乱
舞
が
山
主
と
な
っ
て
い
る
。
右
之
離
業
五
間
脳
は
竹

　
村
氏
譜
鰍
時
代
（
寛
永
四
一
八
）
に
御
薩
山
と
な
う
た
が
、
こ
れ
よ
り
先
き
斎
藤

　
嘉
左
衛
門
自
分
幽
と
し
て
栄
え
、
一
〇
日
一
　
一
三
千
荷
を
超
し
た
。
『
味
方
文
謎
』

　
（
寛
永
ヨ
）
八
月
エ
七
日
弁
上
新
左
衛
門
あ
て
某
（
鎮
目
氏
と
推
定
）
潮
脚
に
「
甚

　
五
間
歩
斎
藤
…
加
左
衛
門
致
し
｝
段
盛
申
」
と
あ
る
。
け
だ
へ
の
下
の
庄
右
籍
門
間

　
歩
に
つ
い
て
は
、
長
安
時
代
に
山
主
原
庄
太
郡
・
大
坂
庄
右
衛
門
の
庄
太
郎
庄
右

　
衛
門
間
歩
の
名
が
見
え
る
が
、
『
頬
上
文
書
』
に
よ
る
と
、
慶
長
十
三
年
以
前
す
で

　
に
稼
行
さ
れ
た
も
の
に
、
ケ
代
の
下
に
庄
右
衛
門
大
横
相
が
あ
り
、
佐
野
庄
右
衛

門
問
歩
が
あ
る
誌
麟
訪
一
。
い
ず
れ
も
御
手
杢
や
蝋
燭
嘉
与
さ
れ
て
い

　
て
御
直
山
で
あ
る
。

⑳
　
こ
の
需
状
に
、
但
馬
は
江
芦
衆
を
抑
え
て
、
南
部
出
を
金
三
千
澗
で
、
ほ
ぼ
講

　
負
う
こ
と
に
な
っ
た
と
告
げ
て
い
る
。
こ
の
南
部
由
は
南
部
領
朴
金
甲
を
指
す

　
（
魚
文
先
生
古
稀
記
念
諭
文
集
所
敵
『
朴
金
山
駈
を
参
照
）
。

⑳
　
註
⑯
を
参
照
。

［
⑳
r
　
『
割
へ
間
歩
覚
懲
』
等
に
は
｝
兀
和
轟
ハ
年
虎
ツ
傷
助
、
寛
永
覧
年
鱗
勘
助
が
毛
附
H
神
川
を
許
さ

　
れ
た
と
伝
え
、
『
由
緒
書
』
に
は
、
虎
之
助
は
元
和
九
年
、
徳
助
は
寛
永
二
年
そ
れ

　
ぞ
れ
跡
職
を
御
付
ら
れ
て
出
府
し
御
髪
寵
し
た
と
あ
る
。

．
⑳
・
『
佐
渡
畑
W
州
砂
子
隠
の
山
師
由
緒
に
よ
る
と
、
「
額
部
与
次
右
衛
門
一
、
越
黙
座
、

　
初
号
次
郎
閥
郎
、
轟
轟
ノ
達
人
則
平
野
魯
庵
弟
子
、
与
次
右
衛
門
銀
山
二
出
精
シ

禅
門
名
ヲ
魯
慶
上
ム
、
延
宝
二
寅
十
月
非
三
日
卒
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、

　
侮
馬
と
血
縁
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
『
銀
山
謂
激
9
に
は
、
与
次
右
籍
門
先
祖
が

　
慶
長
九
年
に
青
煮
閥
歩
を
謂
い
た
こ
と
を
話
し
て
い
る
。
『
佐
渡
痢
川
砂
子
』
の

　
金
銀
山
来
由
に
は
、
鋸
盤
間
質
は
慶
長
九
年
九
月
味
方
孫
太
夫
（
但
馬
）
が
開
発
し
、

　
そ
の
後
同
苗
与
次
右
衛
門
に
渡
り
、
寛
永
隔
年
よ
り
同
七
年
ま
で
大
盛
り
で
あ
っ

　
た
と
い
う
。
与
次
右
衛
門
が
慶
長
十
二
、
三
年
頃
、
山
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
澗

　
上
文
書
』
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
元
勲
三
年
以
来
柵
際
二
歩
を
切
っ
た
こ
と
、
こ

　
れ
と
近
い
聡
青
盤
石
歩
を
稼
繁
し
た
こ
と
も
一
事
ψ
犬
で
あ
る
か
ら
、
延
常
世
智
ヰ
の
死

　
と
い
う
与
次
右
衛
門
を
初
代
と
す
る
に
は
鎧
誤
が
あ
る
の
で
な
い
か
。
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味方但馬と割闘歩（小葉田）

⑳
　
隅
山
南
古
松
教
会
膀
所
蔵
、
藤
井
学
君
よ
り
提
示
。

㊧
　
京
都
市
妙
覚
寺
藤
蔵
、
こ
の
欝
は
元
禄
五
年
に
編
集
さ
れ
、
そ
の
後
も
書
継
が

　
れ
た
ら
し
い
。
、
祖
師
堂
建
立
の
本
文
は
、
　
某
聞
記
を
引
用
し
て
、
　
「
寛
永
己
巴

　
（
六
）
四
月
八
三
当
山
御
影
裳
柱
立
、
岡
九
月
二
造
畢
、
臼
奥
上
人
発
起
」
と
あ

　
り
、
こ
の
文
に
編
者
が
註
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
祖
師
堂
の
建
立
を
覧
永

　
六
年
と
す
る
の
は
疑
わ
し
い
。

澱
　
B
搬
ハ
の
書
状
【
に
よ
る
に
、
元
瀦
一
　
年
四
月
頃
よ
り
妙
覚
寺
大
坊
の
再
興
に
着
手

　
し
、
元
和
三
年
七
錫
に
は
寺
の
再
興
大
半
成
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
客
殿
の
建
立

　
も
元
和
四
年
十
月
頃
に
は
、
ほ
ぼ
終
っ
た
ら
し
い
。
岡
山
県
妙
覚
寺
文
書
四
〇
、

　
四
二
、
四
六
号
（
『
岡
山
県
古
文
書
集
』
第
三
輯
）
。

⑳
『
録
内
啓
蟻
』
巻
之
十
四
。

⑱
　
『
佐
渡
国
寺
社
境
内
案
内
帳
』
（
佐
渡
古
典
叢
握
第
一
巻
）
。
こ
の
梵
鐘
は
翼
存
す

　
る
。
『
味
方
文
選
』
の
（
元
和
七
）
八
月
八
耳
付
村
井
宇
右
衛
門
等
あ
て
車
戸
よ
り

　
の
但
馬
艶
状
に
藤
右
衛
門
が
佐
渡
よ
り
上
馨
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
下
野
藤
右
衛

　
門
で
あ
ら
う
。
手
代
の
一
人
で
あ
る
。

⑱
　
『
岡
山
県
古
文
護
集
L
第
豊
実
、
五
一
号
。

　
こ
の
霞
状
に
は
ま
た
御
渡
坊
董
（
法
性
寺
）
の
不
心
得
な
こ
と
を
も
非
難
し
て
い

　
る
。

⑳
　
妙
覚
寺
の
『
祖
師
堂
霊
鱒
』
に
は
但
馬
の
忌
日
が
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
勿

　
論
で
あ
る
が
、
二
代
以
下
は
全
く
欠
け
て
い
る
。
覧
文
四
年
妙
覚
寺
よ
り
塚
原
山

　
が
本
寺
に
対
し
久
々
違
背
す
る
故
に
、
も
と
の
本
寺
へ
随
従
せ
し
む
る
よ
う
声
掛

　
り
を
佐
渡
役
人
へ
申
送
り
、
ま
た
寺
社
奉
行
よ
り
塚
源
寓
正
教
寺
・
御
璽
法
性
奪

　
・
絹
川
瑞
仙
寺
等
六
か
寺
は
妙
覚
寺
末
の
由
訴
訟
あ
り
、
公
儀
御
帳
に
も
記
載
あ

　
る
ゆ
え
に
本
寺
へ
随
う
べ
き
こ
と
を
合
し
た
（
『
佐
渡
年
代
記
』
寛
文
六
年
）
。
　
同

　
九
年
に
は
妙
覚
寺
よ
り
末
寺
秘
め
と
し
て
役
僧
が
佐
渡
へ
渡
っ
て
い
る
。
し
か
る

　
に
寛
文
十
一
年
に
は
、
正
教
毒
・
根
本
寺
と
法
性
寺
・
実
栢
寺
は
昏
酔
寺
｝
専
で
、

　
塚
原
は
…
宗
崇
敬
の
霊
地
の
た
め
身
延
山
・
池
上
・
中
山
董
か
寺
の
輪
番
所
に
定

　
め
る
旨
を
寺
祉
奉
行
所
よ
り
達
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
実
相
寺
・
本
行
寺
・
妙
蓮
寺

　
　
（
妙
趣
寺
）
等
愛
読
に
妙
覚
寺
末
よ
り
根
本
寺
末
と
な
っ
た
（
『
佐
渡
国
寺
社
境
内

　
案
内
帳
駈
）
。

⑪
　
『
佐
渡
風
土
記
』
寛
永
元
甲
子
年
条
、
『
佐
渡
古
実
略
記
』
巻
七
に
収
載
。

⑫
　
『
由
緒
書
』
で
は
虎
之
助
は
寛
永
二
年
八
月
二
二
縫
に
死
ん
で
い
る
。
『
佐
渡
年

　
代
記
』
に
は
寛
永
三
年
の
条
に
、
味
方
虎
之
助
事
孫
太
夫
割
間
歩
仕
入
金
の
た
め

　
江
芦
へ
出
て
｝
万
爾
拝
借
を
願
鐵
た
こ
と
を
記
す
が
、
こ
の
記
事
に
は
錯
誤
が
あ

　
る
ら
し
い
。

鰺
　
『
味
方
文
書
』
に
あ
る
が
発
信
人
は
明
ら
か
で
な
い
。
『
萩
野
文
庫
』
に
も
写
し

　
が
あ
る
。

⑳
　
『
味
方
文
書
』
に
は
、
従
上
様
御
書
出
し
之
写
と
寛
永
壬
牢
八
月
廿
七
日
の
味
方

　
孫
太
夫
及
び
村
井
宇
右
籍
門
・
山
田
孫
兵
衛
聴
入
よ
り
佐
渡
代
官
あ
て
の
起
譲
文
、

　
合
わ
せ
て
霊
感
の
写
し
が
簿
綴
さ
れ
て
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

⑳
『
佐
渡
風
土
詑
』
に
は
寛
永
五
年
の
条
に
「
水
金
沢
よ
り
割
間
歩
へ
水
貫
」
と

　
あ
る
。
　
『
割
闘
歩
覚
書
隠
に
、
九
六
年
以
前
子
牛
竹
村
九
郎
左
衛
門
様
御
支
配
の

　
節
公
儀
入
用
で
一
並
か
年
で
四
八
○
問
切
っ
た
と
あ
る
。
覚
書
は
享
保
三
年
の
記

・
録
で
、
九
六
年
以
前
は
元
和
八
年
、
ま
た
子
年
は
寛
永
元
年
で
矛
盾
す
る
。
さ
ら

　
に
北
沢
水
貫
に
つ
い
て
、
九
一
年
田
前
戌
年
鎮
臼
市
左
衛
門
様
御
仕
醗
の
と
き
倶

　
罵
欝
分
入
矯
で
切
っ
た
と
あ
り
、
九
｝
年
巳
前
は
寛
永
四
年
、
ま
た
戌
年
は
苑
神

　
八
年
で
こ
れ
ま
た
矛
盾
す
る
。
覚
書
は
或
は
元
和
八
年
北
沢
水
貫
、
瞥
怨
永
四
年
水

　
金
沢
水
貫
の
蕪
工
を
誤
記
し
た
も
の
か
。
覚
書
に
北
沢
水
貫
に
よ
り
樋
三
島
艘
、

　
水
金
沢
水
貫
に
よ
り
｝
嗣
艘
の
蘇
り
と
な
っ
た
と
い
う
の
も
誤
記
し
た
ら
し
い
。

鞍
　
『
佐
渡
年
代
記
』
に
、
延
宝
八
年
味
方
孫
太
夫
の
書
出
し
た
霜
付
に
、
前
年
江
戸

　
へ
出
て
屋
敷
を
売
払
い
金
子
を
調
達
し
た
こ
と
見
え
、
こ
れ
は
承
応
二
年
の
こ
と

　
か
と
推
記
し
て
い
る
。
し
か
し
『
割
間
無
血
轡
』
に
は
慶
安
元
年
（
安
永
四
年
の

　
覚
霊
に
は
承
応
元
年
）
に
先
視
景
象
代
よ
り
持
ち
え
た
板
縁
の
家
屋
敷
二
軒
京
都

　
尿
歴
敷
二
軒
を
代
金
四
千
二
酉
両
に
売
り
、
江
南
に
あ
る
伯
父
と
拙
暗
祖
父
と
割
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付
し
、
　
千
八
百
爾
一
を
割
照
圓
止
少
に
投
じ
、
樋
二
六
艘
を
立
て
た
が
、
大
柵
園
隆
　
り
洪
山
小

　
押
し
こ
み
　
日
｝
夜
で
水
没
し
た
と
あ
る
。
拙
麿
祖
父
と
は
孫
太
夫
治
助
で
あ
る

　
が
、
絡
父
と
は
治
助
の
伯
父
の
意
味
で
或
は
治
右
衛
門
で
あ
ら
う
か
。

⑳
　
『
佐
渡
風
土
記
臨
に
、
巳
（
承
応
二
）
十
月
の
留
守
三
役
よ
り
伊
丹
氏
の
家
老
中

　
山
重
兵
衛
あ
て
書
状
を
収
め
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
水
学
の
招
聰
は
承
悠
二
年
夏
頃
で

　
あ
る
。
『
割
間
歩
謂
書
』
に
収
め
た
宝
贋
十
一
年
二
月
味
方
孫
太
夫
・
味
方
与
圏

　
郎
・
秋
田
十
郎
左
衛
門
よ
り
奉
行
所
へ
提
出
し
た
覚
に
よ
る
と
、
先
年
即
ち
延
宝

　
八
年
頃
は
、
水
上
輪
一
八
四
艘
を
仕
立
て
た
が
、
今
毅
は
す
で
に
南
沢
水
貫
が
あ

　
う
、
か
つ
九
尺
樋
で
あ
る
か
ら
首
艘
を
立
て
ば
、
七
枚
辺
土
底
及
び
諏
訪
・
宗
太

　
夫
の
両
頭
歩
も
残
り
な
く
排
水
で
き
る
と
あ
る
。
宝
永
年
間
大
阪
の
張
麗
の
手
代

　
が
佐
渡
を
調
査
し
た
と
き
の
記
録
が
、
住
友
家
修
史
室
長
『
諸
撰
鋼
概
説
』
中
に

　
あ
る
が
、
こ
れ
に
水
上
輸
に
つ
い
て
、
　
「
長
さ
九
尺
よ
り
一
婦
ま
で
指
渡
し
口
に

　
て
…
尺
四
寸
五
分
・
丸
（
周
囲
）
四
尺
六
寸
、
尻
に
て
一
尺
ヨ
寸
、
丸
四
尺
「
寸
」

　
と
あ
り
、
　
「
昼
夜
三
替
り
三
人
で
講
販
引
申
候
」
と
あ
る
。
泉
量
手
代
の
調
査
に

　
つ
い
て
は
、
『
佐
渡
風
土
記
』
の
宝
永
五
年
の
条
に
、
江
戸
麹
泉
歴
吉
左
衛
門
手
代

　
（
江
戸
店
手
代
）
伊
左
衛
門
の
｝
行
が
、
鋼
山
請
負
い
の
希
望
で
佐
渡
に
来
り
鶴

　
子
聞
歩
鋪
内
情
況
、
鋼
吹
の
次
第
を
見
聞
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

　
る
と
宝
永
頃
九
尺
以
上
の
水
上
輪
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
正
徳
三
年
差
月
の
味
方
孫

　
太
夫
等
の
訴
状
に
は
、
「
二
九
年
前
（
貞
享
元
）
九
尺
水
上
輪
二
六
艘
御
立
下
」
と

　
あ
る
故
に
、
元
禄
前
に
す
で
に
九
尺
樋
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

⑱
　
『
割
白
歩
古
書
類
・
謂
書
・
覚
書
』
正
徳
三
年
巳
三
月
味
方
孫
太
夫
等
訴
状
、
宝

　
麿
十
｝
年
盛
二
月
味
方
孫
太
夫
割
問
歩
覚
。

働
　
『
佐
渡
年
代
記
』
延
宝
八
年
条
・
宝
永
七
年
置
叢
よ
り
提
出
し
た
書
付
。

⑳
　
麓
三
郎
著
『
佐
渡
金
銀
山
史
話
』
に
ロ
絵
と
し
て
佐
州
金
銀
山
立
会
引
絵
図
が

　
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
爾
よ
り
平
間
歩
止
嶋
立
合
、
網
間
歩
本
立
合
、
割
問
歩

　
七
枚
棚
立
合
、
同
八
左
衛
門
立
合
が
薩
か
れ
て
い
る
。
唐
嶋
立
合
は
諏
訪
聞
歩
よ

　
り
か
ご
や
闘
歩
を
通
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
総
屋
助
九
郎
立
合
に
当
る
も
の
か
と

　
思
う
。

⑳
註
⑯
参
照
。
元
和
八
年
に
は
諏
訪
間
歩
は
御
薩
山
　
五
か
所
の
｝
で
あ
っ
た
か

　
ぢ
、
迫
間
歩
と
は
別
個
で
あ
っ
た
。
諏
訪
問
歩
に
助
九
郎
・
俳
左
衛
門
・
仁
助
・

　
藤
五
郎
の
諸
鋪
が
あ
る
が
、
助
九
郎
鋪
は
籠
屋
助
九
郎
の
名
を
負
う
も
の
と
想
像

　
さ
れ
る
。

⑳
　
『
二
間
歩
覚
書
』
に
、
惣
（
宗
）
太
夫
本
口
の
爽
小
風
呂
そ
の
他
で
鍵
四
、
五
チ

　
荷
を
出
し
た
が
、
延
宝
二
、
盃
年
来
七
枚
棚
に
集
中
し
た
の
で
、
放
置
さ
れ
た
と

　
記
し
て
い
る
。

⑬
　
『
佐
渡
年
代
記
転
は
「
割
問
歩
出
鍵
か
な
ご
前
の
三
分
を
七
分
野
六
を
宛
行
ふ
事

　
に
定
」
と
記
し
、
七
分
の
　
受
納
と
し
た
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
『
割
間
歩
覚

　
書
』
に
は
「
鈴
木
三
郎
九
郎
様
御
入
国
被
遊
割
間
歩
立
御
器
ケ
七
六
二
罷
成
」
と

　
あ
り
、
『
佐
渡
風
土
記
』
に
は
「
四
六
二
御
塵
置
処
七
、
十
六
二
被
御
付
候
」
と
あ

　
る
。
七
六
、
と
は
公
納
七
、
か
な
ご
山
主
分
六
の
歩
合
、
七
、
十
六
も
問
様
に
七

　
と
十
六
の
歩
合
の
意
味
で
あ
る
。

⑭
　
『
割
間
叢
薄
轡
恥
に
、
「
割
間
分
樋
百
四
十
艘
之
内
（
南
沢
水
貫
は
当
隠
完
成
し

　
て
お
り
囎
○
鍍
は
不
要
と
な
っ
て
い
る
）
八
拾
艘
御
立
被
合
焼
ハ
ぐ
諏
訪
間
歩
敷

　
通
不
残
申
国
財
、
本
門
μ
二
七
ア
ハ
七
枚
棚
糊
不
霊
出
国
可
・
田
」
」
一
こ
七
の
h
ソ
、
宝
飾
欄
十
一
年
一
一
摺

　
の
孫
太
夫
等
の
訴
状
に
は
九
尺
樋
苗
般
立
下
げ
い
た
貰
け
れ
ば
「
七
枚
棚
土
底
並

に
公
認
・
宗
太
夫
上
聞
歩
敷
通
残
り
な
く
水
か
す
り
候
量
り
」
と
あ
る
。
即
ち
延

　
宝
八
年
八
月
の
洪
水
ま
で
一
八
四
鍍
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
六
尺
樋
で
あ
り
、
か

　
つ
南
沢
水
貫
の
完
成
に
よ
り
、
無
難
で
排
水
田
来
る
と
い
う
。
即
ち
六
二
般
下
れ

　
ば
西
小
風
娼
錨
の
入
口
あ
り
、
八
○
艘
下
れ
ば
七
枚
棚
の
ね
ば
立
合
あ
り
、
諏
訪

　
間
歩
内
の
助
九
郎
・
伊
左
衛
門
・
仁
助
・
藤
五
郎
の
諸
鋪
、
宗
太
荒
縄
歩
内
の
凍

　
小
風
縁
残
ら
ず
侍
る
と
説
明
し
て
い
る
。
　
な
お
『
割
間
歩
最
遠
』
に
は
、
「
小
風

　
呂
土
量
よ
り
七
枚
棚
土
底
迄
の
下
り
十
二
丈
あ
り
」
と
あ
る
。
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味方但馬と劉問歩（小葉田）

追
　
記

　
近
ご
ろ
根
川
高
校
小
管
徹
也
氏
来
訪
し
、
租
絹
郷
土
博
物
館
所
蔵
の
一
写

本
の
写
真
を
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
写
本
は
近
年
の
筆
写
に
か
か
る
が
、
、
原
本

は
文
書
を
集
録
し
た
留
書
の
体
裁
を
成
し
た
も
の
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、

内
容
は
諸
闘
歩
の
出
鍵
高
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
閥
歩
番
所
衆
つ
ま
り
番
所
詰
の

四
つ
留
役
人
と
出
仕
の
連
名
で
報
告
し
た
証
文
を
主
と
す
る
も
の
で
蝉
漁
と
、

そ
の
他
に
由
仕
の
間
歩
幅
行
の
願
書
或
い
は
講
証
文
の
類
等
が
若
干
あ
る

泌鞭

ﾆ
。
出
挙
報
告
証
文
は
、
日
付
に
よ
っ
て
、
三
月
一
二
日
付
三
一
通
、
五
月

二
一
日
付
九
通
、
九
月
一
二
日
付
六
通
の
三
群
が
あ
り
、
そ
の
他
に
午
五
月

二
一
撮
付
が
一
通
あ
る
。
以
上
は
い
ず
れ
も
中
十
臼
の
事
案
高
の
報
告
で
あ

る
。
三
月
一
二
濤
付
の
も
の
は
、
　
一
、
二
通
だ
け
に
辰
の
干
支
の
記
載
が
あ

る
が
、
五
月
一
コ
日
付
、
九
月
二
一
臼
付
の
も
の
は
す
べ
て
贋
を
書
い
て
い

る
の
で
、
以
上
は
み
な
康
年
に
か
か
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
次
に
乙
種
の
文
書
は
殆
ど
辰
の
四
月
の
日
付
で
あ
り
、
五
月
の
日
付
が
二
、

三
通
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
中
に
慶
長
九
年
の
年
号
次
の
あ
る
も
の
二
通

が
あ
る
。
　
一
は
慶
長
九
年
四
月
二
九
日
付
藤
左
衛
門
が
柚
崎
に
て
屏
風
沢
の

草
み
た
て
の
結
果
の
報
告
を
求
め
た
書
状
、
　
一
は
慶
長
九
年
五
月
十
四
日
付
・

山
仕
敦
賀
七
助
が
西
三
川
金
山
等
を
請
け
て
い
た
が
、
さ
ら
に
増
運
上
を
申

出
た
文
書
で
あ
．
る
。
慶
長
九
年
は
甲
辰
で
あ
る
か
ら
、
乙
種
の
文
書
は
慶
長

九
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
量
さ
れ
、
ひ
い
て
は
甲
種
も
や
は
り
同
年
で
あ

ろ
う
と
い
う
想
像
が
可
能
か
も
知
れ
ぬ
。
甲
種
の
中
に
、
凝
望
で
あ
る
が
、

次
の
一
通
が
あ
る
。

　
右
者
簾
ノ
九
月
中
十
日
分
二
出
男
君
所
実
正
也

辰
ノ
九
月
廿
一
日

御
奉
行
三

山
下
仕
兵
衛
　
印

味
方
　
但
馬
　
印

　
も
し
、
こ
の
文
書
の
辰
年
が
慶
長
九
年
と
す
れ
ば
味
方
氏
は
軍
艦
す
で
に

侃
馬
を
称
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
写
本
の
筆
者
は
、
三
五
人
の
山
主
名
を
抄
出
し
て
「
此
ノ
古
文
書
二

見
誠
心
ル
人
名
右
三
十
五
人
ア
リ
、
内
糟
毛
ヲ
称
ス
ル
老
ニ
ハ
即
チ
早
川
筑

後
、
原
淡
路
ア
リ
、
此
後
山
主
ト
ナ
リ
タ
ル
者
二
味
方
但
馬
・
西
山
丹
波
ア

リ
」
と
解
説
し
て
い
る
。
三
五
人
の
山
主
名
は
甲
種
の
文
書
よ
り
抽
出
し
た

も
の
で
午
の
庶
月
二
一
賊
難
の
備
中
七
郎
兵
衛
も
含
ま
れ
る
が
、
味
方
但
馬

を
含
ま
ぬ
。
ま
た
、
味
方
与
次
右
衛
門
の
三
月
二
一
日
付
病
期
が
あ
る
に
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
落
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
つ
い
て
は
な
お
写
本

に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
倶
馬
や
自
由
丹
波
収
離
蓬
弘

唆
が
受
領
名
を
称
し
た
の
は
早
川
療
よ
り
後
で
あ
る
と
し
て
い
る
・

　
さ
て
味
方
但
馬
の
辰
の
九
月
二
一
置
付
文
書
は
、
は
た
し
て
慶
長
九
年
の

も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
倶
編
と
連
名
の
山
下
仕
（
四
）
兵
衛
は
、

五
月
二
一
日
付
文
書
で
は
山
主
矢
田
太
郎
兵
衛
の
向
撫
弥
次
兵
衛
閥
歩
の
番

衆
で
あ
り
、
九
月
二
一
日
付
文
書
で
は
同
素
歩
は
原
淡
路
山
主
と
な
り
、
や

は
り
そ
の
番
衆
で
あ
る
。
『
諸
役
人
御
抱
人
臼
録
』
（
佐
渡
叢
書
欄
七
）
に
よ
る

と
、
山
下
由
兵
衛
は
慶
長
十
五
年
に
召
抱
え
ら
れ
た
と
あ
る
。
そ
う
と
す
れ

ば
慶
長
九
年
に
は
番
衆
で
は
あ
り
得
な
い
。

　
な
お
、
三
月
一
コ
日
付
、
山
主
但
馬
弥
五
右
衛
門
の
妥
女
平
山
根
弥
三
右

衛
門
間
歩
の
番
衆
酒
勾
久
太
夫
は
、
本
国
讃
岐
、
慶
長
九
年
並
高
之
縞
蚊
下

と
あ
り
、
同
じ
日
付
、
寅
主
上
繊
久
七
の
御
店
（
名
は
不
明
）
の
番
茎
長
令
水
）
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井
酋
郎
兵
衛
は
本
国
樹
勢
、
慶
長
年
間
渡
海
、
岡
＋
九
年
並
高
之
通
被
下
と

あ
る
（
佐
蝿
地
役
人
分
限
由
緒
書
）
。
ま
た
、
三
月
二
一
日
付
山
主
江
戸
次
左
衛

門
の
間
由
新
訂
山
の
番
衆
中
沢
理
左
衛
門
は
緬
，
諸
役
人
御
抱
入
塾
録
』
で
は

元
和
元
年
の
孫
抱
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
比
齢
す
る
と
、
甲
種
の
文
霞

の
辰
年
は
、
慶
長
九
年
と
す
る
よ
り
は
次
の
元
和
二
年
と
な
す
べ
き
こ
と
が

考
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
元
和
二
年
の
文
書
を
含
む
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
し
か
し
、
地
役
人
の
由
緒
書
、
目
録
が
、
ど
の
程
度
ま
で
確
実
で
あ

る
か
は
、
併
わ
せ
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
受
領
名

を
名
望
る
原
淡
路
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
乙
種
の
辰
の
五
月
五
日
付
で
、
彼

の
普
請
が
鍵
に
あ
た
っ
た
こ
と
を
報
直
し
た
書
状
に
は
、
原
三
豊
寄
与
の
名

を
も
っ
て
し
、
甲
種
の
九
月
二
一
日
付
出
仕
田
下
四
兵
衛
と
連
名
の
向
山
弥

次
兵
衛
間
歩
の
認
鍵
高
の
報
告
に
は
原
淡
路
と
暑
名
し
て
い
る
。
　
騨
．
川
上
文

書
』
に
よ
る
に
、
原
久
左
衛
門
に
仰
付
け
た
向
山
割
間
歩
は
、
鋪
な
お
り
十

日
に
八
、
九
百
荷
を
出
す
と
あ
り
一
案
の
、
ま
た
、
原
淡
路
の
潮
煙
歩
此
中
に

普
請
申
付
け
錨
の
水
を
取
付
け
た
か
ら
鍵
も
過
分
に
出
る
こ
と
に
な
ろ
う
と

あ
る
臨
℃
の
。
こ
の
両
文
書
の
年
月
は
確
知
し
難
い
が
、
慶
長
十
…
i
十
五
年

の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
間
に
久
左
衛
門
を
称
し
、
ま
た
淡
路
と
改
め
た
こ
と

を
推
量
で
き
よ
う
。

　
要
す
る
に
、
小
菅
氏
提
示
の
写
真
に
つ
い
て
い
え
ば
、
乙
種
文
書
は
よ
し

と
し
て
、
甲
種
を
す
べ
て
慶
長
九
年
と
な
す
こ
と
、
従
っ
て
組
目
の
署
名
あ

る
文
書
を
慶
長
九
年
と
な
す
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
り
、
な
お
、
原
写
本
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
山
主
、
番
衆
、
間
歩
三
等
を
比
較
研
究
し
た
上
で
、
改

め
て
推
考
し
よ
う
と
患
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
教
授
）
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ノlfikata－ta．ノima　味方但、馬　an（1　Warimabzt　害lj間歩

a　study　of　the　history　of　the　gold　and

　　silver　mines　in　Sado佐渡，　part　1

by

Atsushi　Kobata

　It　has　been　well－known　that　the　A，ileawa籾川Mine　iR　Sado佐渡was

the　largest　gold　and　silver　mine　圭n　th6　Edo　period，　and　it　was　all

important　source’of　revenue　for　the　Edo　Shogunate，　especially　in　its

for’高≠狽奄魔?　pαiod．　All　the　facts　and　grounds　have　not　been　solved

posit量vely，、　but　the　lllilke　has　hardly　been　discussed　as　an　object　for　an

acadenユic　study　of　history　since　Meiji．　The　Aileawa　Mlne　itself照s

an．量mmense　econom圭。　body　coVering　three　centur三es；whek　the　sphere
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
of　the　study　deve王ops　to圭ts　relatiol｝not　only　・　with　po｝itics　and　filユance

of　the　Shoguiユate　and　a　country　of　Sado　but　also　with　territories　of

various　clans，　the　problem　becomes　more　comP玉icated．

　　The　well－known　historlcal　sources　about　the　Mine　were　cQnsiderablly

rich，　and玉t　wlli　be　expe6ted　that　more　histor三cal　sources　should　be

found．　B就being　generally　fragmenta1，　those　sources　need　more　ill．

tertretation　and　crit量cism　based　on　general　grasp　and　comparisoli

through　Edo　period　wlth　very　special　knowleclge　in　the　history　o董

i：nines　that　wlll　be　the　important　cause　whlch搬ade　the　study　O至his宅ory

of　the／tikawa　M］II　111ille．　　Mr．　Sabzero　Fbemoto’s　麓三三良β‘‘ノ1　ffistory　〔ゾ

Gold　an（1　Silver　A4ine　in　Sado”　（Showa　31），　should　be　aa　epQchmakihg

study　having　a　view　of　the　liistory”of　the　Mine　and　explaining　wl記h

wide　sources．　Taking　our　starting　poillt　fro鶏the　same　bool｛，　we　try

to的velop　the　s加dy　on　various　problems　of　the　Mine　and　to　lay　a

foundation　stone　of　the　synthetic　study　of　the　Aihαwa　Mine。

　　1葺this　article，　at　present，　we　will　bring　to　a　focus　upOII　the負oUrish－

ing　per三〇d　of　the　Mines　at　the　beginning　of　Moclern　Times，　with　our

shccesslve　study　of．　the　Mines　ill　the　first．half　of　Modem　Times　ti1圭

the　Shigehide　Ogiwara’s荻原重秀in　auguration　as　the　Bugy6奉行．　By

investigating　at飯sとaYamanushi山主and　a　mi職e　symbo1圭zing　the

prosperous　period，　we　try　to　apProach　o慧r　study，　which　was　the　study

of　the　life　of　Ieshigθ家重：，10rd　of£he　Taj”ima但篤countfy，　who　had
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been　a　representative　businessman　of　the　period　and　a　beginner　of

the　Mifeatas．味方氏，鋤e　most　famous　Yamanuslzi山主in　Sado　thro－
ughout　three　centuries；and　that　of　the　operation　of砺arimabu割間歩，

the　largest　mine　ill　the　flourishing　period，　calledαソa－mabu親聞歩of

the　Aifeawa　Mines　developed　by　the　haRd　of　leshige．

Clzeh－p2－ts’ien折畠銭in　the　Nan－SZtng南宋Dynasty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　Kaoru　Umehara

　　The　coMmercial　development　during　the　Sung　dynasty　which　lasted

from　the　tenth　to　the　thirteenth　century　was　so　conspicuous　that　inany

historians　1ias　tacldecl　this　problem　frona　various　viewpoints．　The

ubiquitous　inoney　economy　in　this　period　has　been　well　1〈nowR　to　the

researchers　and　the　statistical　studies　were　coneributed．　some　df　which
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

were，　however，　rather　superficial．　Mor．eover，　nothing　has　been　done

about　how　the　money　economy　was　developing　and　what　a　role　it

played　in　making　the　Chinese　history　as　a　whole．　The　comparative

study　of　history　is　another　point　that　we　have　．to　take　into　consi－

deration．

　　These　are　the　problems　that　needs　time　to　solve，　and　aR　attempt

w・as　macle　in　this　article　to　illustrate　sonae　o’f　tlie’ 奄獅唐狽奄狽浮狽奄盾獅≠戟@aspects

of　che　z－pa？一ts’ien折門門system　that　is　the　partial　payment　of　hsia－sizui

夏型which　consisted　liang．shui両税tmder　the　Nang．sung　regi卑e，

師

Foundatlons　of　Urban　Developmeltt　in　the　Latei一　Edo　Pel‘iod

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tadashi　Muto

　　A　ehange　in　coml）ination　of　cities　with　various　demensions　of　region

around　them　stands　in　close・relation　with　the　development　of　cities．

The　function　of　cities　as　a　regional　center　depends　largely　en　such　a

change．

　　In　this　article，　we　specialize　the　relation　between　．such　a　region　and
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